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巻頭言 M E S S A G E

リアルに体験する

面出 和子 Kazuko MENDE

今年の本務校での学園祭で，バチカンの教皇の居間（書名の間）に描かれた４つ

の壁画のうちのラファエロ（Raffaello Santi，１４８３―１５２０年）による《アテネの学

堂（Scuola di Atene）》（１５０９―１５１０年）が実物大で展示されました．本学は美術系

大学であるために，学園祭は学生にとって作品発表の貴重な場になるので，他大学

の学園祭とは少々異なっていると思われます．制作系の学科専攻は日頃の課題を中

心に作品を展示しますが，私の所属する理論系の学科は作品も少ないので，各ゼミ

での日頃の成果を発表します１）．今年も私のゼミでは，何を展示するかが話し合わ

れ，学生自身によって《アテネの学堂》を取り上げることが決まりました．学生は

参考文献を集めることからはじめました．私から鹿島享氏による論文『ラファエロ

《アテネの学堂》の透視図について』２）を提供しました．いつもは作品集やインター

ネット上で見るこの作品は，実際には身長よりも高い位置に横約７７０cm，縦約５４０

cmの上方半円形の大きな画面です．それはラファエロの世界観を展開していると

言われています．その画面には，古代ローマ風の奥深いアーチの天井を備えた建物

の前面の左右いっぱいに広がる４段の階段をもったステージのような空間に，５７人

の人物が描かれています．そこには，プラトン，アリストテレス，ユークリッド，

ピタゴラス，また制作者のラファエロも登場しています．展示は，実物大に拡大し

てプリントアウトした図とともに，作者および作品解説，画面分析と描かれた空間

の平面図を導きだしたパネルで構成されました．実物大に拡大した画面は，展示す

る教室の天井高にあわせて３１０cmになるように上部を切り取らざるを得なかった

ものの，画面下方に描かれた人物はほぼ等身大になりました．そしてその実物大画

面に透視図における視点をあわせて観ることができるように，床にマークを付けた

ことがポイントでした．これにより，来場者はラファエロの構想した空間に視点を

あわせて鑑賞できて，描かれた空間と一体となったような体験ができるはずです．

来場者は，描かれた人物群の中に紛れ込んだように，この画面の手前でポーズをと

り，視点の位置から写真を撮ってもらうなどして，たいへん好評でした．

バチカンで実物を観ることもなく，いつも机上で小さな図版しか見ることがな

かった学生にとっても，この実物大の画面を体験できたことで，遠近法の意味とラ

ファエロの表現力を再認識していたように思います．近年は，美術系の学生すら展

覧会へ足を運び，本物に接することが少なくなっています．手近なインターネット

を通して観たような気になっているようです．しかし，実物でなければ大きさもマ

チエールも実感することはできないばかりか，何の疑問も喚起されないのではない

でしょうか．その意味で，この展示は学生自身も改めてそれに気づく機会になった

ようです．

世の中では，PCやさらにスマートフォンの普及により，人と人のコミュニケー

ション，あるいは人とモノの関係がますます稀薄になって，現実の世界が遠のいて

いくように感じます．人と人，人とモノの関係をバーチャルリアリティーで済ませ
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巻頭言 M E S S A G E

ることに拍車がかかってきていると感じます．しかし，リアルな世界を知っている

からこそバーチャルな世界の意味があるのではないでしょうか．図学教育にとって

も，ものづくりにかかわる分野，そして美術系分野では，机上の学問ではなく，モ

ノに即した図の教育であって欲しいと思います．

ちなみに，学園祭が終わってしまった今も，その実物大の《アテネの学堂》は，

移動したエレベーターホールの壁の都合で，さらに上部を切り取られながらも展示

されています．そして先日も，図学の授業で，透視図法を学ぶ学生たちが視点の位

置に立って，ラファエロの描いた仮想空間を体験していました．

注
１）『〈天使の遠近法〉と〈天使の遠近法〉』（図学研究第３９巻４号）の内容も学園祭で展示

されたものである．

２）鹿島享『ラファエロ《アテネの学堂》の透視図について』，図学研究５８号

───────────────────

めんで かずこ

女子美術大学芸術学部芸術学科

神奈川県相模原市南区麻溝台１９００

mende 90011@venus.joshibi.jp
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１．はじめに
１．１．背景

近年，大型の液晶ディスプレイとコンピュータやネッ

トワークを用いて電子的に情報を表示するシステムが普

及してきた．こうしたシステムはデジタルサイネージ

（電子看板）と呼ばれており，駅や空港，小売店，商業

施設などのあらゆるところで目にするようになった．

デジタルサイネージのメリットとしては，従来のサイ

ンや看板にはない動的な表現が可能である点が挙げられ

る．これまでのポスターや吊り広告などの紙をベースと

した掲示では，物理的なスペースの制約を超えて情報を

提示することはできなかった．しかし，デジタルサイ

ネージであれば，ディスプレイがコンピュータと接続さ

れていることから，動的に内容を変えることができる．

例えば，電車内に設置されている液晶ディスプレイで

は，複数のページを切り替えながら企業広告やニュース

などの情報を表示している例が見られる．動的な表現を

持つことによって限られた表示領域や設置スペースを有

効に利用することができる．

１．２．関連研究と課題

デジタルサイネージの画面デザインに関係した研究と

しては，パワーポイントの資料提示方法とその効果に関

する研究［１］，インタラクティブな広告表現について動

画，静止画，テキストの３種類の提示方法を評価した研

究［２］がある．しかし，関連する研究の数は少なく，デジ

タルサイネージの画面デザインについて，十分に評価さ

れているとは言えない．

筆者らの先行研究では，イベント情報提供を目的とし

たデジタルサイネージを対象に，画面上のグラフィック

要素に注目し，画面デザインの違いにより感性評価や視

線移動に変化が表れることを確認した［３］［４］．この研究で

は基礎的な評価を確認するために１ページのみを対象と

していた．

しかし，大学内のデジタルサイネージの画面デザイン

について，利用者にインタビューを行った際，画面切り

●研究論文

デジタルサイネージの画面切り替え効果における見やすさの評価

Evaluation of the Effect of Transition in Digital Signage Screen Designs

遠藤 潤一 Junichi ENDO

茂登山 清文 Kiyofumi MOTOYAMA

中村 純 Atsushi NAKAMURA

概要

近年普及が進むデジタルサイネージの画面デザインに着目

し，画面切り替えの効果について評価を試みた．デジタルサ

イネージでは，複数のページを切り替えて情報を表示する例

が見られるが，これまで切り替えの効果について十分に評価

されていなかった．本研究では，画面切り替えを持つデジタ

ルサイネージの画面デザインを対象とした評価実験を行っ

た．一対比較法を用いた感性評価手法により，画面切り替え

のパターンの違いによる見やすさを評価した．また，眼球運

動測定法により画面切り替え時の視線の動きを測定した．こ

れらの実験結果から，横書きに情報を表示するデジタルサイ

ネージの場合において，ページを横方向から挿入する画面切

り替えが見やすさの点で最も適切であることが分かった．

キーワード：CG／デジタルサイネージ／感性評価／アイカ

メラ

Abstract
The objective of this paper is to evaluate the effect of

transitionof digital signage screen designs. The digital signage

displays the information and switcheswith pagetransitions.

But, the effect of page transitions has not been evaluated. We

confirm which page transitions of the digital signage screen

designs were

In the experiment by paired comparison test, the screen design

patterns were evaluated in term of understandability. And, in the

experiment by ocular motility test, we measured how each user

looks at the screen. It was confirmed that the design with move-

in transition insert from the horizon direction is most efficient.

Keywords : CG / Digital Signage / Sensory Evaluation / Eye

Camera
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替えに対する意見が見られた．例えば，次ページへの切

り替え時間や切り替えの効果についての具体的な要望や

不満などである．こうした点を考慮すると，ページ切り

替えをどのように行うかによって，デジタルサイネージ

の分かりやすさに対する評価も変化することが予想され

る．

２．目的

デジタルサイネージには，画面切り替えを用いる例が

増えており，デザイン制作の面から画面切り替えの持つ

効果や分かりやすさについて，分析と評価が急務であ

る．画面をデザインする上で，どのような画面切り替え

のパターンが有効であるかについて，これまで明確な基

準が存在していない．

そこで本研究では，デジタルサイネージの画面切り替

えに着目し，切り替えパターンの違いにおける視覚的な

効果について分析を行い，利用者にとって見やすい効果

を明らかにすることを目的とする．

３．実験内容の検討

３．１．研究手法

質問紙や感性評価手法を主にした評価となっている

が，本研究のように動的な表現を正確に評価するために

は，眼球運動を測定する方法を用いる例がある．考古学

者の初学者と熟練者の違いについて視線情報を元に分析

した研究［５］やスポーツの熟練者における頭部運動と眼球

運動を測定した研究やテレビコマーシャルの視覚効果の

視線に与える影響の研究［６］などがある．眼球運動を測定

すると，動的な対象への時間軸を通した変化や軌跡の追

随などを測定できるため，リアルタイムな結果を得られ

るという利点がある．

一方で眼球運動だけでは，ユーザの感覚的な評価を得

ることができない．そこで，本研究においては感性評価

法と眼球運動測定法を組み合わせて実験を行うこととし

た．

３．２．画面デザインの検討

本研究で用いる画面デザインは，静止画の画面デザイ

ンについて行った先行研究［３］で最も評価の高かったリス

ト状のデザインを基本画面デザインとして採用する（図

１）．この画面デザインは国土交通省の公共交通機関ガ

イドライン［７］より背景色を白，文字色を黒と定め，ピク

トグラムのサイズを規定した．書体はゴシック体が推奨

されており，新ゴMを用いた．ピクトグラムは，JIS規

格（JIS Z８２１０）を参考に作成し，先行研究で用いたピ

クトグラムを実験時の意見を参考に改良したものを用い

た．文字サイズについては，視距離により推奨値が異な

るが，今回は近づいて読むことを想定し，道路案内標識

ガイドブック［８］の区分の中から１～２mの視距離を前

提とした．この場合，文字サイズは９mm以上必要と

されているが，液晶ディスプレイの解像度の低さを考慮

し２倍程度の大きさとし，イベント名を１９mm，それ以

外の文字サイズを１６mmとした．

画面サイズは４０～７０インチのディスプレイが多く採用

されていることから，本研究においては４０インチの画面

サイズを想定した．

表示するデータは大学のイベント情報を想定し，広島

大学にて公開されていた情報と類似したイベント名，開

催場所，日付のダミーデータを作成した．

４．感性評価実験１

４．１．実験パターン

本研究で用いる画面デザインは，いくつかの画面切り

替えパターンを用意した（図２）．画面切り替えについ

てはさまざまなパターンが考えられるが，被験者の負担

を考えると多数のパターンを同時に行うことはできな

い．この実験においては，まず次の４つのパターンを選

図１ 基本画面デザイン

図２ 画面切り替えのパターン

4 Journal of Graphic Science of Japan Vol. 45 No. 4 / Issue no. 134 December 2011



択した．各切り替えパターンについて本実験における定

義を以下に示す．なお，パターンの名称は実験に使用し

たプレゼンテーションソフトの Keynote’09（米 Apple

社）による．

ディゾルブ（Ａ）：ページ１がしだいに薄くなり（透明

度が高くなり），その下にあるページ２が徐々に見える

ようになる．切り替えの中間状態では，ページ１とペー

ジ２がオーバーラップした状態になり，徐々にページ２

が表示され，最終的に完全にページ２が表示される．

ムーブイン（Ｂ）：ページ１の上にページ２が左へ向

かってスライドする．ページ１は移動せずに，ページ１

の上からページ２がスライドするような移動になる．

押し出し（Ｃ）：ページ１とページ２が同時に右から左

へ向かってスライドする．ムーブインと異なり，ページ

１の右隣にページ２が配置された状態のままスライドす

る．

スワイプ（Ｄ）：ページ１が左の奥の方向へ縮小しなが

ら移動する．同時にページ２が右の奥から拡大しながら

手前へ移動する．奥行きを感じる移動であり，ページが

拡大縮小する背景は黒となる．

上記のような切り替えパターンを選択した理由につい

て述べる．まず，動きのある切り替えと動きのないペー

ジ切り替えを比較する視点から，ディゾルブと押し出し

を選択した．押し出しは，現在のページと次ページが同

時に動くことから切り替え時に画面全体が動く．比較対

象としてディゾルブを選択した．ディゾルブでは画面上

に動く要素がないため，ページが動くことに対する効果

の有無を測定できる．

次に，類似したページ切り替えの比較として，押し出

しとムーブインを選択した．画面切り替えは短時間で行

われるため，切り替えパターンが類似していた場合にど

の程度識別することが可能かについて測定する．押し出

しは，現在ページと次ページが同時に動くことから，切

り替え時に画面全体が動く．ムーブインでは切り替え前

の画面は固定されており動かない．次ページだけが右側

から挿入される．次ページの動きは全く同じであるが，

現在ページの動きが異なっている．

さらに，平面的なページ切り替えと特殊なページ切り

替えの比較として，スワイプを選択した．ディゾルブ，

押し出し，ムーブインについては，平面的なページ切り

替えである．ページ切り替えの表現に奥行き感はなく，

透明度の変化や横方向の移動のみである．スワイプは現

在のページと次ページの切り替えが奥行き感を持って前

後に入れ替わる．コンピュータの利用により，こうした

ダイナミックな変化も可能となったが，ページ切り替え

としてはどのような効果があるかについて明らかにする

ことができる．

以上のことから，まず４つのパターンを刺激とした実

験を行うこととした．

４．２．実験手続き

実験では，静止画の実験と同様に Scheffeの一対比較

法による評価を行った．一対比較法は各刺激を一対ずつ

比較して，順位をつけることができる手法である．設定

した尺度にたいして，どの程度合致するかについて，心

理的な差を精密に測定することが可能である［６］．映像な

どの動的な刺激にも適用可能であることから採用した．

この手法は分散分析を行うことで，実験の刺激や被験者

以外の要因が影響していないかどうかを検出できるため

信頼性が高い．

２つの画面には異なる実験パターンを表示した．４種

類から組み合わせを行いランダムに表示した．位置によ

る影響を排するために，同じ組み合わせを左右の位置を

入れ替えるため，重複を除き合計１２パターンを被験者に

呈示する．切り替え効果の開始から終了までの時間は１

秒とした．実験パターンごとに３ページを切り替えて表

示した．１ページの表示時間は１８秒とした．これは予め

行った予備実験（アンケート調査，被験者３２名）にて，

ちょうど良いと感じる時間の平均値である．

被験者には左画面を基準として，右画面を比較対象と

して見てもらった．そして，情報提供として適切である

かどうかを見やすさで評価してもらい回答してもらっ

た．回答は－３から＋３までの７段階の整数値とした．

左画面の方を評価する場合は－３～－１，右画面を評価す

る場合は＋１～＋３の間で評価する．どちらでもない場

合は０を回答してもらうこととした．

被験者は２２名（１９歳～２０代の大学生）で，実験の内容

や表示内容について事前の情報を持たない者とした．

４．３．実験環境

デジタルサイネージとして一般に用いられているサイ

ズとして４０インチの液晶ディスプレイ（SONY製 KDL

―４０V１）を２台並べ，実験パターンを表示した（図

３）．有効表示サイズは，横８８．６cm×縦４９．８cm，表示

ピクセルは横１９２０ピクセル×縦１０８０ピクセル（フル

HD）である．

視距離は２．０mとした．使用した液晶ディスプレイの

本体幅は９８．６cmで，２台を並べると被験者が見る範囲

は幅２mになる．人の視野を考慮すると，視距離は幅

の２分の１（視距離は１．０m）以上が必要［８］である．１．２
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mが想定する視距離であるが，できるだけ被験者が２

つの画面を無理なく見られることを考慮し，２．０mとし

た．液晶ディスプレイへの入力信号は D−Sub１５ピンの

PC用入力ポートを用いてアナログ RGB信号（横１９２０

ピクセル×縦１０８０ピクセル）を入力した．実験パターン

は Keynote’０９（バージョン５．０．４）を用いて表示した．

４．４．実験結果

被験者に提示した１２パターンの回答値を全て集計し合

算した値を，全体クロス表にまとめた（表１）．なお，

基準となった左側の画面に表示される実験パターンを

i，比較対象となった右側の実験パターンを j，被験者

番号を k（１≦k≦２２）とし，回答値を Xijkと表記する

ことにする．「．」は任意を表し，実験内で取りうるすべ

ての値の合計とする．

集計した値を対象に分散分析を行った．分析の要因と

して刺激，刺激×被験者，組み合わせ，位置，位置×被

験者の各要因について分散分析を行なった．刺激と刺激

×被験者に関して１％の有意水準で有意差が認められ

た．刺激の要因に有意差が認められたため，次に各刺激

の評価値を求めた．まとめた結果から評価値を求めた

（表２）．評価値は，n を刺激数，N を被験者数とする

と次式で求められる．

α̂i＝
１
２nN
（X.j.−Xi..） �

実験の結果から，ムーブイン（Ｂ）が最も評価が高く

０．４０，続いて押し出し（Ｃ）の０．２４，スワイプ（Ｄ）の

－０．１９，最も評価が低いのはディゾルブ（Ａ）の－０．４４と

なっている．

各刺激間の関係性を明らかにするため検定（テュー

キーの法）を行い，５％の有意水準で有意差が認められ

た場合は検定結果の欄に「＊」で表し，１％の有意水準

で有意差が認められた場合は検定結果の欄に「＊＊」で

示した（図４）．ムーブインと押し出しの間，押し出し

とスワイプの間，スワイプとディゾルブの間で検定を行

い，押し出しとスワイプの間にのみ有意差が認められた

（p＜０．０１）．それ以外のムーブインと押し出し及び

ディゾルブとスワイプの間には有意差がないため，同じ

評価であると分かった．

４．５．実験の考察

実験の結果から，もっとも評価が高かったのはムーブ

インと押し出しである．どちらの切り替えパターンも横

方向にスライドするパターンである．スワイプについて

は，もっとも特徴的な動きのある画面遷移であるが，今

回の実験ではディゾルブとほぼ同程度であり，あまり評

価されていない．この実験の評価から，画面切り替えは

横方向に移動するパターンが評価されると言える．

ディゾルブはページを切り替える間は２ページの内容

がオーバーレイしており，途中の状態は非常に読みづら

くなる．これが低い評価につながったと予測される．ま

た，他の切り替えのようにページが物理的に移動してい

るように見えず，透明度による変化のみであるため，切

り替えを認識しづらい可能性がある．

なお，実験後の感想の中には，被験者の中にはムーブ

インと押し出しの違いを認識していない例もあった．画

表１ 全体クロス表

比較対象・右画面 j
X i ..ディゾ

ルブ
ムーブ
イン

押し出し スワイプ

基
準
・
左
画
面
i

ディゾルブ １０ １５ ９ ３４

ムーブイン －１５ －６ －１３ －３４

押 し 出 し －１９ １０ －９ －１８

ス ワ イ プ －３ １０ １１ １８

X .j. －３７ ３０ ２０ －１３ ０
（X ...）X .j. －X i.. －７１ ６４ ３８ －３１

表２ 評価値

Ａ
ディゾルブ

Ｂ
ムーブイン

Ｃ
押し出し

Ｄ
スワイプ

評価値 －０．４４ ０．４０ ０．２４ －０．１９

図３ 一対比較法の実験環境

図４ 評価値と有意差
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面端から入ってくる次ページの動きに注意が行くため

に，似た動きの場合は正確な差を認識できない可能性が

残された．

また，スワイプについては，奥行き感のある動きであ

ることを理由に，「見づらい」と評価する例も見られた．

スワイプは表現としては最も変化量の大きく目立つ．し

かし，今回の実験では，デジタルサイネージの正面に

立って情報を読み取ることを前提としているために，画

面切り替えが派手で見やすさの点で問題になっていると

思われる．

５．感性評価実験２

５．１．実験パターン

感性評価実験１において画面切り替えの見やすさに対

する評価が明らかになった．しかし，ここでは切り替え

有無による比較は行っていない．また，ムーブインが評

価されることは分かったが，ページが挿入される方向の

影響を調べる必要がある．横書きの情報であるため横方

向の移動が良いのか，あるいは方向に関係なくムーブイ

ンが良いのか，という点を確認する必要がある．以上の

ことから，４つの実験パターン（図５）を決定し実験を

行うこととした．

それぞれの切り替えについて述べる．

ディゾルブ（ａ）：感性評価実験１と同じ．

ムーブイン・横（ｂ）：感性評価実験１と同じ．

ムーブイン・縦（ｃ）：ページ１の上にページ２が上か

ら下に向かってスライドする．ページ１は移動せずに，

ページ２のみがスライドする．

切り替えなし（ｄ）：画面の切り替え効果はなく，瞬間

的に次のページに切り替わる．

この実験では，感性評価実験１の結果を補足する実験

であるため，感性評価実験１でもっとも評価の高い実験

パターン（ムーブイン・横）ともっとも評価の低い実験

パターン（ディゾルブ）を含めた．実験手法と実験環

境，実験手続きは感性評価実験１と同様である．一対比

較法による評価を行った．

被験者は１９名（１９歳～２０代の大学生）で，感性評価実

験１や表示内容について事前の情報を持たない者とし

た．

５．２．実験結果

被験者に提示した１２パターンの回答値を全て集計し，

感性評価実験１と同様に計算，検定した．全体クロス表

にまとめ（表３），分散分析を行ったところ，刺激と刺

激×被験者に関して１％の有意水準で有意差が認められ

た．次に，評価値を式�により被験者番号を１９まで（１

≦k≦１９）として計算した（表４）．また，各刺激間の

有意差についても同検定により評価した（図６）．

５．３．実験の考察

実験の結果から，もっとも評価が高かったのはムーブ

イン・横（ｂ）であることが分かった．その次にムーブイ

ン・縦（ｃ）が続いている．同じムーブインにおいても，

ページの移動方向による違いがあることか確認できた．

自由記述欄の回答には「左から右に文字を読むので，右

表３ 全体クロス表

比較対象・右画面 j
X i ..ディゾル

ブ
ムーブイ
ン・横

ムーブイ
ン・縦

切り替え
なし

基
準
・
左
画
面
i

ディゾルブ １９ １０ ‐１７ １２

ム ー ブ イ
ン・横 －３１ －７ －２３ －６１

ム ー ブ イ
ン・縦 －１５ １９ －３０ －２６

切り替え
なし －５ ３３ ３０ ５８

X .j. －５１ ７１ ３３ －７０ ‐１７
（X ...）X .j. －X i.. －６３ １３２ ５９ －１２８

表４ 評価値

ａ
ディゾルブ

ｂ
ムーブイン・横

ｃ
ムーブイン・縦

ｄ
切り替えなし

評価値 －０．４１ ０．８７ ０．３９ －０．８４

図５ 画面切り替えのパターン 図６ 評価値と有意差
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から左に移動する方が見やすいと感じる」「上から（ペー

ジが）来るのは違和感があった」という意見が見られ

た．これらのことから，ムーブインの方向によって評価

に差が出る理由として，内容を読み進める横方向と画面

切り替えの移動の方向が一致していれば読みやすくなる

ことが推測できる．ムーブイン・縦に続いて，ディゾル

ブ（ａ）が続いている．ムーブイン・横とディゾルブの評

価順序の関係はムーブイン・横がより見やすいと評価さ

れており，先に行った感性評価実験１の結果と一致す

る．

一方で，切り替えがない（ｄ）パターンの場合はディゾ

ルブよりも評価が低く，４つの切り替えパターンの中で

もっとも評価が低い．自由記述欄の回答を確認すると，

「急に切り替るのは，いつ変わったが分かりにくい」

「ゆっくり切り替る方が見やすかった」という意見が見

られた．画面の切り替え状態が全くないと，その内容が

変わったことに気づきにくいため，低い評価につながっ

ていることが分かる．

６．眼球運動測定実験

６．１．実験内容

感性評価実験１の実験パターンを対象に，眼球運動測

定実験を行った．感性評価実験１の結果を受けて，視線

の動きを測定することで，ムーブインと押し出しの違い

を明確に認識できない理由やスワイプの見づらさを感じ

る理由を探る．

被験者にアイカメラ TalkEyeII（竹井機器工業株式会

社）を装着し，画面に実験パターンを表示した．画面を

見たときの視線の位置，注視点を測定し，被験者参照映

像と視線移動軌跡の映像を記録した（図７）．

６．２．実験手続き

実験では感性評価実験で用いたディスプレイと同様の

ディスプレイ（SONY製 KDL―４０V５）を１台用いて実

験パターンを表示した．

被験者にはアイカメラのヘッドセットを装着してもら

い，視線情報を３０Hzで測定した．被験者２４名（２０～５０

代の大学生，大学職員）であった．

被験者には切り替えパターンをランダムな順序で表示

した．一つの切り替えパターンでは内容の異なる３ペー

ジを用意し，１８秒経つと自動的に次ページへ遷移するよ

うにした．切り替えの開始から終了までの時間は１秒と

した．次の切り替えパターンとの間には，視線の位置を

リセットする目的で画面の中心部分に十字のマーカーを

表示し，マーカーを見るように指示した．マーカーを５

秒間表示した後に，次の切り替えパターンを表示した．

被験者にはアイカメラを装着した後，画面を自然に見

るように指示した．４つの切り替えパターンを被験者毎

にランダムな順番で表示した．一人あたりの実験時間は

全体で１５分前後である．なお，実験終了後にアンケート

をとり，どの切り替えパターンが見やすいかを選んでも

らうとともに，選んだ理由や気づきについて記入できる

自由記述欄を設けた．

６．３．実験結果

被験者２４名のうち，測定誤差が大きすぎる場合や途中

で測定データが正しく得られなくなり部分的なデータに

なった場合を除くと，実験結果が得られた人数は１６名で

ある．以下，この１６名分のデータを分析に用いる．

視線移動の傾向を確認するために，画面切り替えの開

始から終了までの３０カウント分（１秒間）を切り出し

た．本実験の画面切り替え効果は１秒で行われ，実験で

使用したアイカメラは３０Hzの測定であるため，３０カウ

ントにはちょうど画面切り替えの開始から終了までの視

線移動が含まれる．切り替え前と後の視線移動は個人差

が大きく，視線移動の傾向がつかめないため，切り替え

時のデータを利用した．

視線の位置を５カウント毎にプロットし軌跡を示した

（図８）．切り替え完了時である３０カウント目の位置は

黒い円で示している．記録された映像を確認し，測定中

に測定ずれが確認された場合は，手動にて位置を補正し

た．各切り替えパターンによって測定できた被験者数を

表５にまとめた．

６．４．実験の考察

表５ 測定データ数

切り替えパターン 測定データ数（人）

Ａ ディゾルブ １０

Ｂ ムーブイン ９

Ｃ 押し出し ６

Ｄ スワイプ ７

図７ アイカメラで記録される映像の一部
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視線の軌跡および記録された映像を確認すると，いず

れの切り替えパターンにおいても切り替えの開始を切り

替え中に認識していることが確認された．すべての切り

替えパターンについて，ページの切り替えの終了時点ま

でに概ね画面の左上に視線が移動している．実験で用い

た横書きの情報の場合は，ページの左上が読み始めの開

始点となる．ページの切り替えが完了する１秒の間に，

次ページへの切り替えの認識と，次ページに対する準備

のための視線移動を完了していることになる．

続いて，画面の切り替えパターン毎に個別に分析を行

う．まず，切り替えパターンがディゾルブ（Ａ）の場合

は，画面切り替えが開始された後に画面の左上に移動す

る傾向が読み取れる．ほかの画面切り替えパターンと比

較しても，直線的な動きが多く見られる．画面上に動き

がないために切り替えを認識しづらい可能性が考えられ

たが，本実験の結果から特に認識の速度に問題はないと

言える．

ムーブイン（Ｂ）については，画面切り替えが開始され

た時点で視線の反応が見られる．ディゾルブと異なるの

は切り替えの開始時から左上への直線的な移動は無く，

いったん画面の右側に視線を振ってから左上に移動する

例が多いことである．記録された映像で確認すると，右

側から入ってくる新しいスライドに視線を一旦向けてか

ら，ページの移動に追随しながら最終的に左上の開始点

へ移動している．そのため，ディゾルブと比較して視線

の移動距離は長くなっている．

押し出し（Ｃ）についても，押し出しと同様の傾向が確

認できる．ムーブインの方は次のページのみが動くた

め，押し出しと比較して変化を認知しにくい可能性が予

測されたが，今回の実験の範囲においては押し出しと比

べて反応時間に差は見られていない．視線の中心で動き

を認識しているのではなく，周辺の視野で動きを認識し

ているためと推測される．動く対象のページへ意識が集

中してしまい，それ以外の部分への注意が落ちてしまう

のではないかと推測できる．これは感性評価実験１で一

部の被験者がムーブインと押し出しの違いを認識出来て

いなかった原因と考えられる．

スワイプ（Ｄ）は，次スライドが背後から出てくる段階

に次スライドへ視線を振ってから，最終的に開始点へ移

動している．しかし，その他の切り替えパターンに比べ

ると，最終的な視線の位置が開始点となる左上に集まり

きれておらず，ばらつきが見られる．スワイプは感性評

価実験１で「見づらい」と評価された例があったが，視

線の移動が追随できない点が原因と推測される．

以上の点を総合すると，切り替えに対する認知的な反

応には大きな差は見られていないが，視線の移動方向や

追随性に違いがあることが分かった．動いているページ

に対する反応は早く，視線の移動量は大きい．感性評価

実験１の結果では，押し出しとムーブインが評価されて

（Ａ）ディゾルブ

（Ｂ）ムーブイン

（Ｃ）押し出し

（Ｄ）スワイプ

図８ 視線移動の軌跡と視線の最終位置
（線は視線移動軌跡，黒円は視線の最終位置）
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いたが，切り替えの認識に差が生じているわけではない

と言える．また，視線は動いている次ページに即座に反

応するために，次ページの画面切り替えの効果をどのよ

うにするかが重要な要素であり，はじめに表示していた

ページの動きについては視線が移動しておらずそれほど

重要な要素でないと言える．また，動いているページへ

の追随性は押し出しやムーブインで良く，スワイプの場

合には若干遅いことから，ページの移動に追随できるよ

うな予測しやすい移動が良いと考えられる．

７．まとめ

本研究では，デジタルサイネージを対象に複数のペー

ジを切り替えて情報を表示する場合の見やすさを評価し

た．

感性評価実験１の結果から，ムーブインと押し出しを

用いた画面デザインが良い評価であった．また，感性評

価実験２の結果から，移動の方向による影響も確認でき

た．ムーブイン・横はムーブイン・縦より良い評価を得

ることが確認できた．これは，情報を読み取る方向との

一致が大きな要因だと考えられる．一方で，感性評価実

験２においては，切り替えがないパターンはディゾルブ

よりも評価されておらず，もっとも低い評価となってい

ることから，画面切り替えの効果がない状態でページが

切り替わると，見やすさの点で評価が低くなることも分

かった．

眼球運動測定実験の結果から，画面を切り替えたこと

が認識される点においては，どの画面切り替えにおいて

も大きな差が出なかった．画面が切り替るまでの１秒の

間に切り替えの認識から次ページのための視線移動が概

ね完了していることが分かった．しかし，見やすさの視

点から，ページの移動に追随できるような予測しやすい

移動が良いことが示唆された．

これらのことから，本研究で用いた横書きに情報を表

示するデジタルサイネージの場合において，ページを横

方向から挿入するムーブインが見やすさの点で最も適切

であることが分かった．

以上により，デジタルサイネージの画面デザインを対

象として評価を行い，画面切り替えの違いによる評価の

違いについて基礎的な指標を得ることができた．感性評

価実験１と感性評価実験２においていくつかの基本的な

実験パターンを評価することができたが，まだその数は

十分ではない．引き続き実験パターンを拡張しながら評

価を進める予定である．画面サイズやディスプレイとの

視距離を変えた場合についても，さらに実験をする必要

性がある．また，利用者にとっての見やすさを基本とし

て評価してきたが，今後は利用者にどのように情報が伝

達したのかについても評価を進める必要がある．

本研究の実施にあたり，広島大学大学院総合科学研究

科の岩永誠教授からアイカメラの貸与と実験に関する多

大なるご助言を戴いた．ここに記して謝意を表する．
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１．はじめに
１．１．背景

現在販売されているマンガにはさまざまな種類があ

る．本研究では複数以上のページで構成された３幕構成

や起承転結のようなストーリー形式を用いた一般的なマ

ンガやコミックブックを対象とする．本研究ではそれら

をストーリーマンガという．ストーリーマンガ制作に

は，企画段階や作画工程など多くの工程があるために，

複雑でさまざまな専門技術が必要である．また，前の工

程がうまく進まないと次の工程も影響を受ける．制作工

程のなかでも，ストーリーを本（作品）に仕上げる一連

の流れの中で，全体の設計を行う「上流工程」と，絵を

描きながら原稿制作を行う「下流工程」に分けることが

できる．本研究ではこれらの工程のうち，上流工程の

ネームの制作を扱う．図１にストーリーマンガの制作工

程の例を示す．

１．２．問題点

ストーリーマンガ制作工程のうち，特にマンガのス

トーリー構成と演出をまとめたネーム制作の工程は複雑

な作業が多い．マンガ制作におけるネームとはマンガを

描くための設計図であり，マンガを描くための必要な情

報がすべて含まれている．

ネーム制作工程ではストーリーやその後に制作される

●研究論文

ストーリーマンガ制作のための段階的なネーム構成支援手法

How to create “Name” – A Storyboard Construction Method in Manga Production –

金 剛元 Kangwon KIM

三上 浩司 Koji MIKAMI

伊藤 彰教 Akinori ITO

近藤 邦雄 Kunio KONDO

概要

韓国や日本ではマンガの特性を活かした創作手法の提案や

制作工程の効率化が強く望まれている．特にマンガのストー

リー構成とネーム制作手法の提案がマンガの質の向上と制作

の効率化のために重要である．この課題を解決するために，

本研究ではストーリーマンガ制作のための段階的なネーム構

成支援手法を提案することを目的とする．このために，まず，

ストーリー制作の初期段階からネーム制作段階までを分析

し，その制作手順を明らかにする．そして，ストーリーと

ネームの構成要素を用いて，段階的なストーリー構成とネー

ム構成手法を提案する．さらにこの提案手法で用いる効率的

な制作情報管理のためのシーン設定テンプレートとページ設

定支援テンプレートを考案する．最後に，本研究の提案手法

とテンプレートを用い，マンガ制作実験を行った．その結

果，本手法の有効性が確認できた．

キーワード：マンガ／ストーリー構成／ネーム

Abstract
Japan and Korea hope to propose a method to make the best

use of Manga characteristics and improve efficiency in the

production process. The proposed production method of a name

that generates the story construction of the Manga is especially

important. This paper proposes a name construction method for

the Manga story production. The name production phase is first

analyzed at the early stage of the story production process,

producing a story, a character, and setting material, etc. Second,

the production procedure is clarified, and it proposes the

composition method for making a Manga by using the

components of the story as well as the name. Third, the scene

setting template, page setting support and the production

information template are worked out. Finally, the Manga

production experiment is conducted with the proposed method

and templates. In the result of this study, the utility of the

proposal technique is then clarified.

Keywords : Manga / Storyboard Construction / Name 図１ ストーリーマンガの制作工程
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マンガ脚本のシーン設定の各構成要素である「場所」，

「時間帯」，「アクション」，「ナレーションやセリフ」，

「キャラクター」を限られた紙面の中で効果的に演出す

ることが重要である．そのため，これらの各要素を必要

に応じて統合，分割，省略する．そして，コマの「数」，

「大きさ」，「形」，「余白」を決め，コマの中に，「背景」，

「効果・音」，「アクション」，「ナレーションやセリフ」，

「キャラクタ―」を配置して視覚化する．図２にネーム

の例を示す．

ネーム制作はそれまで文字や個々の絵として記載され

た構成要素を，制限された紙面に視覚化して構成する作

業である．そのため，ストーリーマンガ制作過程の中で

構成要素と情報形式が最も変化する過程であり，同時に

処理する情報の量が多い．そのため，豊富な制作経験や

感覚がないと制作が困難であり，作家の感覚や経験に依

存している．したがって，ストーリー構成の構築と演出

のネーム制作工程の分析やルール化は進んでいない．類

似の役割を担うものとして，映像制作における絵コンテ

やストーリーボードが挙げられる．ネーム制作はコマの

形状やサイズ，数量についても設計する点やセリフの吹

き出しなども視覚化する点がこれらの手法と大きく異な

る．

１．３．提案手法

本研究では，ストーリーマンガ制作工程の効率化，マ

ンガの高品質化を図るため，ネームの制作手法を提案す

る．そのため，まずはマンガのストーリー制作過程の初

期段階からネーム工程で用いる構成要素と情報の関連性

を分析する．そして，既存のマンガ作品分析結果や映像

制作におけるシナリオの段階的執筆手法［８］－［１４］をネーム

制作に応用する．具体的には映像シナリオの制作手法を

応用しマンガ制作に適した「予備ストーリー」を作成

し，そこからネームまで次の４つの Stepからなる段階

的制作手法を提案する．

・提案テンプレートを用いて予備ストーリーからシーン

の数を調整・整理し，マンガの脚本を作る

・シーン分けの仕組みから全体ページに合わせて配置シ

ミュレーションを行う．

・４つの Sub-stepにおいて，シーンの中の要素の分析

により，コマ割りを行う

・最終的に見開きのレイアウト決定を行う．

そして，提案手法を評価するために，提案手法を用い

て実際に，ネーム制作とマンガ制作を行い，著者の一人

が１９９９年に制作し出版したマンガと比較する．さらに

「作品の理解度，集中度，情報の伝達」，「制作の意図の

理解」，「コンテンツの満足度，ビジュアル的な満足度」

など項目で比較し，提案手法によるネーム制作の高品質

化と効率化を評価する．

１．４．論文の構成

本論文では，まず第２章で関連研究について述べ，第

３章ではストーリーマンガの分析を行い，ネーム制作工

程を明らかにする．第４章では段階的なネーム構成手法

とそのためのテンプレートについて述べる．そして第５

章では提案手法を用いたネーム制作とマンガ制作実験と

評価について述べ，第６章でまとめを行う．

２．関連研究

２．１．制作工程分析の関連研究

従来のマンガ研究は作家論，教育学，社会学，芸術的

なアプローチが主流であったが，Will Eisner［１］，［２］と，

McCloud［３］，［４］はマンガの構成要素や制作過程における

さまざまな分析結果を示している．これらは表現論の研

究であり，分析結果をいくつかのタイプとして整理して

いるが，段階的なマンガ制作手法は提案していない．こ

のため，この分析結果を活用するためにはある程度の制

作経験が必要であり，初心者には応用が難しいという欠

点がある．また，Will Eisner，McCloudらの研究は欧

米のマンガを対象としており，文化や個性が異なる日本

や韓国のマンガにはそのまま応用ができない．

図２ ネームの例（著者制作「女王の騎士」）
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２．２．マンガ制作支援システムの関連研究

三原・杉本ら［５］－［７］は，マンガ家とそのスタッフとの

間におけるマンガ作成作業を支援するソフトウェアツー

ルの開発を目的として，ディジタル環境を利用したマン

ガの制作の過程と，制作過程に作り出されるマンガの内

容や諸要素とそれらの間の関係を記述するモデルを提案

している．しかし提案システムの評価実験が行われてお

らず，提案システムの有用性が示されていない．

２．３．ストーリー構成手法の関連研究

金子・菅野・戀津ら［８］－［１４］が研究している映像コンテ

ンツのための段階的なシナリオ制作手法はマンガのス

トーリー制作にも適用できるが，次の課題がある．

・マンガの制作工程の特性であるネーム工程で統合，省

略されるストーリーの情報の量が多い

・コマとコマの間にも大量の情報が省略されているの

で，ネーム上でしか調節ができない情報が多い

・上記のように情報の整理をしながら作成するために

ネーム制作工程は何回も書き直しが必要であり，制作

過程の効率化が必要

また，中島［１５］は，マンガ制作のためのネーム分析を

行っているが，ネーム制作手法を用いた実証制作実験は

行っていない．

図３に段階的なシナリオ制作手法と，筆者らが提案す

るマンガ用のストーリー構成の関係を示す．本研究では

図３に示す段階的なシナリオ制作手法から「マンガ脚

本」を制作するために，四角の枠で囲った要素を用い，

予備ストーリーを作成する．

３．ストーリーマンガの分析

本節では，キャラクター，ストーリー，資料，企画か

らネームにおける工程の分析とネーム制作手順について

述べる．

３．１．シーン設定からネーム制作までの分析

本研究は２．３で示した予備ストーリーからマンガ脚本

作成を経て，ネーム制作までを扱う．マンガ脚本はシー

ン分けで書かれており，シーン設定はネーム制作に必要

な要素を整理してビジュアル化を容易にするために重要

な工程である．

ネーム制作工程では，１．３で述べたように，シーン設

定の文字情報から，「場所」，「時間帯」，「アクション」，

「ナレーションやセリフ」，「キャラクター」を必要に応

じて統合，分割，省略する．そして，コマ割りによって，

コマの「数」，「大きさ」，「形」，「余白」を決める．さら

にこれらのコマの中に，「背景」，「効果・音」，「アク

ション」，「ナレーションやセリフ」，「キャラクタ―」を

カメラワークや吹き出しの配置に考慮して視覚化する．

文字だけのシーン設定からコマ割りを通じて，文字と絵

や演出まで行うためには大量の情報処理が必要である．

図４にマンガ脚本のシーン設定からネームまでの過程に

おける情報の関係を示す．

このようにシーン設定からネーム制作までの工程は複

雑であり，大量の情報を同時に処理する必要があるた

め，ネーム制作工程は難しくて負担がかかる工程であっ

た．本研究ではこの課題を解決するために，段階的に

シーン設定からネーム制作を行う手法を提案する．

４．段階的ネーム制作手法

本章ではシーン設定からネーム制作の工程で用いる段

階的ネーム制作手法について述べる．

４．１．制作の手順

本節では，マンガ制作における段階的なネーム制作の

手順について述べる．このために上流工程の手順を分析

し，さまざまな情報の統合，分割，省略が必要な Step

を明らかにする．この工程には，次の４つの作業が存在

する．

図４ シーン設定からネームの間の情報関係

図３ 段階的シナリオ制作とマンガストーリー構成の関係
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　　シーン毎の
　ラフなレイアウト
コマの中に要素も揃う

ネーム

見開きレイアウト
　全体再構成

Step・4

Step・3

Step・2

Step・1

ストーリー設定

キャラクター設定

キャラクター設定

ストーリー設定

予備ストーリー

シーン設定テンプレート

漫画脚本

ページ支援テンプレート

Page Layout
うまくページに
　　収まる？

シーン設定の要素の優先順位の確定

シーン設定からコマ割り数を想定

コマの中の要素を想定

コマの時間のデザイン

シーン単位制作

コマ単位制作

No

YES

・マンガの脚本を制作する前にシーンの調整と編集を行

う

・コマ割りを行う前の全体のページにおけるシーンの割

り振りとマンガ脚本を再調整する

・コマ割りする

・全体を再構成する

上記の作業で情報の統合，分割，省略を行い調整す

る．

図５に提案手法により予備ストーリー制作からネーム

制作とマンガの脚本を完成していく過程を示す．

本研究では，図４に示すような段階的なストーリー構

成において効率的な情報整理を行うために，予備ストー

リーからネーム工程に入る前段階までに「シーン設定テ

ンプレート」と「ページ支援テンプレート」を用いる．

これらのテンプレートを用いて，マンガ脚本を書きなお

していき，ページの編集，コマの編集，ページの見開き

の編集を行う．これらの作業によって，ネームを制作す

る．

４．２．段階的ネーム制作手法の概要

本節では，提案するネーム制作手法の概要と４つの

Stepについて述べる．図６にストーリーマンガの企画

からネーム制作までの手順を示す．

マンガのビジュアル的な影響や，読者の欲求を満たす

ためにキャラクター制作から始まることが増えている．

このために，ストーリー設定から始める場合とキャラク

ター設定から始める場合がある．これらどちらのケース

においても，制作した予備ストーリーからシーン構成を

して，必要な数のシーンを作り出すためにシーンを整理

することを行う．つぎに，全体のページに合わせてシー

ンをラフな編集を行い，そしてシーンの中のデザインを

して，最後に見開きのページデザインの再検討を行う．

次に，具体的な Stepについて示す．

・Step１：予備ストーリーからマンガ脚本の制作

・Step２：マンガ脚本から全体のページ割り振りの決

定

・Step３：シーンごとのコマ割り

・Step４：見開きレイアウトのためのコマ割りの全体

調整

Step１，Step２は決められたマンガのページにス

トーリーを調整するための工程である．これらの工程に

おいて情報をまとめるために，Step１ではシーンを整

理，調整する「シーン設定テンプレート」，Step２では

シーン設定を決められた全体のページに合わせてラフな

編集をする「ページ支援テンプレート」を用いる．

次に Step３と Step４の工程の関係について説明す

る．ネーム制作のときには，扱う情報が複雑であり同時

に処理することが困難であるという課題がある．この課

題を解決するために，ネーム構成の工程を「コマの数と

大きさの想定する」Step３と「見開きページにコマの

レイアウトする」Step４に分けて段階的に情報を整理

する．

Step３の工程は Step２で決められたページによる

シーンの範囲にコマの数と大きさを設定することであ

り，シーン設定の情報からコマ単位の制作することによ

り，コマの要素と時間のデザインをする．Step４のペー

ジごとのレイアウト工程では見開きのページを意識しな

がら全体の再調整を行う．

図５ テンプレートを用いたネーム制作手法

図６ 企画からネームにおけるストーリーマンガの手順
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４．３．予備ストーリーからマンガ脚本制作：Step１

４．３．１．マンガ脚本制作工程

予備ストーリーからマンガの脚本を制作するために

は，シーンを整理する必要がある．シーンの必要な理

由，目的，役割を検討しながら統合，省略し，再編集す

る．そしてエピソードから作り出したシーンを必要な分

だけの最小数で作り出す．シーンの数はできるだけ少な

い方が望ましい．この段階では，次の３つの項目を考慮

してシーンを作成する必要がある．

・シーン数はコマの数や大きさのほか，マンガのビジュ

アル的な問題にも影響を与える

・シーンの数が多い場合はコマとコマの間に省略するべ

き情報の量が多くなり，ストーリーや表現上の飛躍と

共に読者に制作者の意図をよく伝えることが難しくな

る可能性がある

・マンガの絵を描く工程では，１ページに入る情報が多

くなるので絵の表現も細かくなり，コマの数も増える

ために制作時間も増えることがある

４．３．２．シーン設定テンプレート

予備ストーリーからシーンの内容を分析するために

は，それらの情報の整理と設定が必要である．この設定

を支援するためのシーン設定テンプレートを図７に示

す．基準となる情報はエピソード，シーンの番号，背

景，時間，登場人物，シーンの内容であるそれらの情報

からシーンの必要な理由，目的，役割を分析する．その

後，分析した内容を用い調整，統合，省略することに

よってシーンの数を減らす．

このテンプレートを用いれば，演出による表現を高め

ることや，シーンの数を減らすことができ，そして各

シーンに対して詳しい表現も可能となる．また，この

シーン設定テンプレートでまとめた場所に関する情報や

シーンの必要な理由と目的の項目などの情報が次の工程

にも活用できる．

４．４．マンガ脚本から全体のページ割り振り：Step２

４．４．１．ページ割り振り工程

この工程では，シーン段階から全体ページに合わせて

ストーリーの順番や流れのラフな編集を行う．この段階

で，マンガのストーリーはネーム工程で全ての演出と

ページ編集が完了する．この段階では，次の２つを考慮

してページ割り振りを行う．

ひとつめは，読者にストーリーに対して集中，驚き，

緊張，関心のような感情を維持するためには演出上で

シーンの順番が変わることが頻繁に生じることである．

それを調整するためにページ全体のラフな編集を行う．

ふたつめは，全体ページに合わせてストーリーの再調整

も必要なことである．このページごとの全体的なラフな

編集と共に想定したシーンの数や情報量がうまく書き込

むことができない場合はマンガ脚本を検討してシーンの

内容や要素の調整を行う．

Step２におけるページごとの全体的なラフな編集段

階は，次のネーム工程をうまく制作するために重要な工

程である．このラフ編集により，書き直す回数を減らす

ことや，ネームを用いて実際の原稿の制作するときにも

完成度を高めることができる．この制作段階を支援する

ためのテンプレートを次に述べる．

４．４．２．ページ割り振り支援テンプレート

本研究では，マンガ脚本から全体ページに合わせてス

トーリーの順番や流れのラフな編集，そしてそれに合わ

せてマンガ脚本を再調整するために図８に示すような

ページ割り振り支援テンプレートを提案する．テンプ

レートの項目は，�ページ，�シーン番号，�２つの情

報の構成に影響を与える背景の情報，�シーンの内容，

�登場人物，�シーンの中の情報や役割などのいろいろ

な目的を書くための備考である．このページ割り振り支

援テンプレートには，次の３つの特徴がある．

・全体ページにおけるストーリーの中の重要なポイント

や情報の把握が容易である

・重要なシーンの配置を決定しやすい

・シーンから背景の種類と数の把握がしやすい

テンプレートに記載した情報は次のネーム制作工程で

活用する．

図７ シーン設定テンプレート
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４．５．シーンごとのコマ割り手法：Step３

Step３の工程はマンガの脚本，Step１と Step２の情

報を用いて各シーンの中の構成要素を分析し，統合，割

る，省略，重ねることによって行う．その手順を図９に

示す．

４．５．１．シーン単位とコマ単位の制作

Step３はマンガの中の２つの時間の流れから，シー

ン単位制作とコマ単位制作の２つの工程に分けて行う．

シーン単位制作ではシーンを基本として情報の分析，

処理をすることによりシーン単位の制作を行う．コマの

羅列によるマンガのストーリーの全体と時間をもとに

シーン設定の要素の優先順位を確定し，シーン設定から

コマの数と大きさをまとめる．

コマ単位制作ではコマを基本として情報の分析，処理

をして，コマ単位の制作を行う．コマの中でマンガのビ

ジュアル的な構成要素であるキャラクター，背景，コ

マ，吹き出し，セリフ，音，効果によって発生する時間

を用いる．この場合はコマ割りやコマの中のデザインを

行う．

４．５．２．Sub-Step の設定

Step３の具体的な作業に際しては，シーン単位の制

作，コマ単位の制作を，さらにそれぞれの工程に２つの

Sub−Stepに分けて作業を行う．

� Sub-Step１

マンガ脚本とシーン設定テンプレートを用いてシーン

の中の内容を分析し，シーン設定の場所，セリフ，アク

ションの３つの要素から優先する要素を決める．

� Sub-Step２

各要素の数，コマ割りの数を想定する． シーン設定

の要素の分析し，背景，アクション，セリフ，キャラク

ター，効果や音を想定する．コマ割りの数，他の要素と

のコンビネーションが可能かを検討する．

� Sub-Step３

各コマの中に入る要素を決定する工程である．シーン

設定の要素の分析し，背景，アクション，セリフ，キャ

ラクター，効果や音を「組合せ」，「省略」，「繰り下げ」

によってコマの要素を制作する．

� Sub-Step４

ひとつのコマに入れた要素の情報でコマの大きさやカ

メラワークでコマの形を決定する．そして，ラフなペー

ジによる見開きのレイアウトも行う．

４つの Sub stepの流れは Step２で想定したシーン

の範囲にコマ割りとコマの数を決めること，そしてコマ

の中の要素を，その後コマの中の要素でコマの大きさや

形，カメラワークなどを決める．そして，最後はラフな

配置をする．４つの Sub stepのすべての工程を終えた

のちに再度検討する．もし，修正点があれば，前の工程

に戻って書き直すことにする．そして，修正点がなく

なった後，次の Step４で見開きレイアウトで再調整を

行う．

４．６．見開きレイアウトのための全体調整：Step４

マンガはどんなコンテンツより省略が多い．これは作

家が自身の意図により情報を省略するためである．この

省略表現には，読者の想像力を意図的に引き出す要素を

書き込むことが必要である．マンガのビジュアル要素は

コマを含めてすべての要素でさまざまなバリエーション

を利用し，ビジュアル的な刺激や印象を与えることがで

図８ ページ割り振り支援テンプレートの記入例

図９ Step３の各工程Sub-Step の目的と流れ
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きる．このようにすることによって，見開きページの再

構成が可能である．この全体調整は通常のマンガ制作工

程でも同様に行っているネーム制作の最終工程である．

この全体調整の工程は，読者の目線も意識しながら行

う工程である．見開きページによって改めてコマをレイ

アウトするときには，次の２点を行う必要がある．

・読者を導く要素が十分設定できているのかを確認する

こと．

・集中，驚き，リズムや緩急が演出上でよく現れている

のかを評価すること．

５．提案手法を用いたネーム制作とマンガ制作

実験

本節では提案手法を用いたネーム制作例，完成マンガ

を図１０から図１６に示す．

図１０は，マンガ脚本を制作するときに用いたシーン設

定テンプレートを利用した例である．エピソードとシー

ン番号をまず書き，そのシーンの場所や時間，登場人

物，内容などを書いていることが分かる．

図１１は，マンガ脚本から全体のページ割り振りの決定

するためのページ割り振り支援テンプレートの利用例で

あり，ページ番号に対して，シーン番号を対応付けてい

く．これによって，ページとシーンの関係を調整してい

くことができる．この例では５回の繰り返しによって

シーンの割り振りが決定できている．

図１２は，Sterp３，４の段階を経て制作されたネーム

の例である．これはシーンごとのコマ割りを行って，

シーン単位の制作，コマ単位の内容の決定をラフスケッ

チによって行った結果である．図１３はネームにおけるコ

マ割りと人物の位置を示している．図１４のデッサンと比

較するために，人物の位置を丸印で示し，コマ割りを直

線で示してある．

図１４は図２で示した下流工程のはじめの段階でネーム

をもとにデッサンした結果である．図１５は，図１３のネー

ム段階でのコマの配置と，人物の位置を図１４のデッサン

と比較したものである．この図から，ネーム段階でのレ

イアウトがデッサンに生かされていることが分かる．図

１６は図１４のデッサンをもとにした作図結果であり，完成

マンガの２ページ分である．

図１１ ページ割り振り支援テンプレートの利用例

図１２ ネーム

図１３ ネームの中のコマと人物

図１０ シーン設定テンプレートの記入例
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６．提案手法の評価実験と考察

６．１．評価実験

本評価実験の目的は，従来手法と本研究の提案手法に

よって制作した同一作品のマンガを評価し，提案手法の

有用性を明らかにすることである．図１７に従来手法によ

り制作した既存「作品Ａ」と，同じ作品を本研究の提案

手法によって改めて制作した「作品Ｂ」の情報を示

す．３４ページの作品であり，作品 Aは１９９９年に出版し

たマンガであり，編集者との打合せによる客観評価以外

は筆者のカンと経験により描いた．

評価アンケートは２４名の被験者を，作品Ａ，作品Ｂの

順序で評価するグループ１２名とその逆の順序で評価する

グループ１２名に分けて評価実験を行った．各質問に対す

る回答は作品Ａと作品Ｂを各々５段階評価とした．アン

ケートは１１項目である．この項目を大きく分類して，

「ストーリーの理解度」，「感情移入度」，「視覚表現によ

る演出満足度」に関する質問項目を準備した．各項目は

以下の通りである．

ストーリーの理解度

１．登場人物全員の心情がバランスよく伝わったか

２．ストーリーの流れがよくわかったか

３．ストーリーと時間の流れがよくわかったか

４．ストーリーの背景がよくわかったか

５．ストーリーと共に変化する女の主人公の心理変化

がわかったか

６．男の主人公（サッシャ）の過去の話がよくわかっ

たか

感情移入度

５．ストーリーと共に変化する女の主人公の心理変化

がわかったか

７．読んでいて切なくなったか

８．読む時の集中度について

９．読んでいてドキドキしたか

視覚表現による演出満足度

７．読んでいて切なくなったか

８．読む時の集中度について

９．読んでいてドキドキしたか

１０．リアリティのある演出だったか

１１．見た目として読みやすかったか

図１４ 図１２のネームから制作したデッサン例
図１７ 実験で用いた元作品と提案手法を用いた作品

図１５ 図１４におけるコマ割りと人物の対応

図１６ 完成原稿（２ページ分）
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質問項目によっては，本提案における複数要素の影響

があると考えられるため，上記のような分類とした．そ

して，各質問項目への回答を得点と考え基礎統計量によ

る分析を行うと共に，Wilcoxonの符号付順位和検定に

よる差の検定を行った．

６．２．アンケート結果と考察

アンケート結果の全体平均では，作品Ａが３．０点，作

品Ｂが３．９点であり，すべての項目で提案手法を用いて

制作した作品Ｂの方が作品Ａより高い評価であった．以

下，分類した質問項目毎について詳細を述べる．

�ストーリーの理解度

本項目に分類される質問６つの合計は，作品Ａが平均

３．０９（標準偏差１．０２），作品Ｂが平均３．６９（標準偏差

１．１７）となり，いずれも本提案手法による作品Ｂの方が

高い得点を得た．Ａ，Ｂ間の差の検定については，質問

１（p＝０．００１），２（p＝０．０３５）および５（p＝０．０００１）

について有意差（p＜０．０５）が認められた．

�感情移入度

本項目に分類される質問４つの合計は，作品Ａが平均

３．０３（標準偏差０．８８），作品Ｂが平均３．９８（標準偏差

０．７９）となり，いずれも本提案手法による作品Ｂの方が

高い得点を得た．差の検定については，質問５（p＝

０．０００１），７（p＝０．００１２），８（p＝０．００１２），９（p＝

０．００２６）の全てにおいて有意差（p＜０．０５）が認められ

た．

�視覚表現による演出満足度

本項目に分類される質問５つの合計は，作品Ａが平均

３．０８（標準偏差０．８９），作品Ｂが平均３．８３（標準偏差

０．９１）となり，いずれも本提案手法による作品Ｂの方が

高い得点を得た．差の検定については，質問７（p＝

０．００１２），８（p＝０．００１２），９（p＝０．００２６），および１１（p

＝０．００４４）において有意差（p＜０．０５）が認められた．

以上の実験結果から次のことが明らかになった．ス

トーリーに必要な情報が書かれた提案テンプレートを活

用したことから，作品の理解度や感情移入度に対する評

価が高くなったと考えられる．これはマンガの高品質化

が実現できたことを示している．またさらに，段階的な

制作により試行錯誤や情報の欠如によるやり直しが少な

くなった．これから制作の効率が上がることを示してい

る．

７．まとめ

本研究の目的は，ストーリーマンガの段階的ネーム構

成支援手法の提案である．このために本研究では，段階

的なシナリオ制作手法により，予備ストーリーを制作

し，それを用いてマンガ脚本を制作する４つの Stepを

明らかにした．そしてシーンの数を調整，整理するため

のシーン設定テンプレートと，シーン分けの仕組みから

全体ページに合わせてコマの配置シミュレーションをす

るためのページ割り振り支援テンプレートを提案した．

さらに，Step３における４つの Sub-stepによるコマ割

り手法を考案した．

そして，提案手法によるマンガの評価実験を行った結

果，提案手法がネームに必要な情報の整理が容易であ

り，効率的で高品質なネーム制作に有用であることを明

らかにした．

本研究の評価実験では，マンガ家である筆者のひとり

が１９９９年に出版した３４ページのマンガ作品を利用したた

めに，制作時間の比較はできなかった．今後は，提案手

法を用いた場合と用いない場合のマンガの品質・制作効

率などの分析を行ない，それぞれの工程における提案手

法の有効性や提案テンプレートの効果などをさらに詳細

に評価する必要がある．またこのような提案手法の評価

方法の検討も重要であり，今後の研究課題である．
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１．はじめに
戦前の日本の住宅は，自然を背景とした田園的な構

成注１）や庭に面する縁側をもつなど，内部空間が外部空

間となんらかのつながりをもっていた．しかし，近年の

住宅では，都市化によって敷地が狭小化し注２），かつて

のような豊かな外部空間をもつことが難しくなってい

る．一般的な建売住宅や工業化住宅には，内部空間の構

成のみに終始する傾向が見られる．

近年において，先進的な建築家が設計した住宅（以

下，住宅作品という）の中には，内部空間の構成のみを

重視する設計も見られはするが，一方，内部空間につな

がる様々な構成の外部空間を提案したものが少なくな

い．これらの外部空間には，内部空間の延長として設け

られたものだけではなく，外部にありながら居間のよう

な役割を果たしうる領域をもったものも見受けられる．

すなわち，建築家によって設計された住宅には，建築の

内部構成のみについての工夫だけでなく，周辺の外部環

境を積極的に建築の構成に取り入れようとする田園的な

建築観を見出すことが出来ると考えられる．

本研究では，建築家によって設計された内部空間と外

部環境を媒介する建築的に用意された歩行可能な外部空

間を「介在外部空間」注３）と名付け，「介在外部空間」と，

内部空間の主要な居室である「主室」（居間やリビング

と呼ばれる面積の大きな共用の居室），および「個室」

（寝室や子供部屋として利用される私的な居室）注４）と

の関係に着目して，多様な介在外部空間のあり方を検証

する．

２．研究の方法

建築は図面によって記述されるものであるから，図面

に記述された情報を分析することによって，建築の空間

的な特徴を捉えることが出来る．建築を記述する基本的

な図面である平面図からは，そこに記述される開口部や

外部空間の配置より，建築の内部と外部の繋がりが読み

取れる．

●研究論文

日本の住宅平面図における介在外部空間
―建築図面情報の抽出による空間解析手法―
External Mediation Spaces in Plans of Japanese Houses
―A Study on Method of Space Analysis by Extraction of Architectural Drawing Information―

種田 元晴 Motoharu TANEDA

安藤 直見 Naomi ANDO

概要

本研究では，建築家が住宅を設計する際の外部環境に対す

る意識を探るべく，平面図を対象として住宅内外の空間構成

を分析する．とくに，住宅内部とそれを取り巻く外部環境と

の間に存在する専有的な外部空間を「介在外部空間」と位置

づけ，３１戸の住宅に存する４２の介在外部空間ついて，その図

的特徴を数値化し，定量的に解析することにより類型化を試

みた．その結果として，以下のことを明らかとした．�介在
外部空間を持つ住宅の空間構成は，「領域性」，「一室性」，

「規模性」，「内包性」，「接続性」と呼べる５つの因子によっ

て決定づけられる．�介在外部空間には，「主室付属型」，
「個室接続型」，「内包型」，「一室拡張型」，「準主室型」と呼

べる５つの類型が見出せる．�建築家の住宅作品における介
在外部空間は，内部空間の構成に多様性をもたらすと同時

に，それ自体が内部と対等な居室性を有する領域として計画

されたものであると考えられる．

キーワード：設計論／建築図面情報／空間構成

Abstract
This paper analyses the internal and the external spatial

composition of a house. First, 42 external mediation spaces (as

dedicated external spaces which exist between the inside of a

house and the surrounding environment of the house) of 31

houses were quantified, based on the characteristics of their

shape. Second, the external mediation spaces were statistically

analyzed and classified according to their quantified drawing

information. Three conclusions were drawn from the above

analysis : (1) Spatial compositions of the houses with external

mediation spaces are defined by the following five factors ;

namely, largeness of the external mediation spaces, composition

with one space, large number of rooms, inclusiveness,

connectivity. (2) There are five types of external mediation

spaces ; namely, living room accessory type, connecting private

rooms type, included in residence type, extended one room type,

vice living room type. (3) It can be argued that the external

mediation spaces designed by architects are spaces which can add

richness to the interior of the houses, while the external

mediation spaces themselves can serve the similar role of internal

rooms.

Keywords : theory of design / architectural drawing informa-

tion / spatial composition
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筆者らは，先行研究［１］，［２］において，昭和初期から現

代までの日本の代表的な戸建住宅作品の平面図を対象と

して，その内部空間と外部空間の関わりを検証した．具

体的には，参考文献［１］では，日本の代表的な住宅の

平面図から，主室，個室，および，介在外部空間の３つ

の領域の接続関係を記号化して記述することによって類

型化した．またこれをもとに，参考文献［２］では，こ

れらの住宅作品の平面構成を，共用室，個室，水廻り，

廊下，物置，外部空間といった領域の集合とみなし，こ

れらを単純な図形に置き換えて図式化することによって

類型化した．

本稿は，これらの論考の追調査を行い，新たに分析を

加えたものである．具体的には，参考文献［２］での単

純図形化して分類した手法を応用し，さらにその図形の

持つ情報を数値化して統計的に解析することによって，

介在外部空間の図的特徴や，主室，個室との接続関係か

ら住宅作品の空間構成の特質を検証する．

本論では，まず，１９２５年から２００５年までに竣工した，

介在外部空間を有する３１戸の代表的な住宅作品注５）の平

面図を蒐集した．これらの住宅の中には，複数の介在外

部空間を有するものもあるため，最終的には表１に示し

た３１戸の住宅に存する４２の介在外部空間を分析対象とし

た．

３．既往の文献と本研究の意義

建築家による戸建住宅作品の内外を媒介する外部空間

に着目した空間構成に関する論考には，現代日本の住宅

作品における建築的な分節が施された外気に連続する敷

地内の部分を「建築化された外部」と定義し，それらの

構成類型を把握した塚本らの研究［３］，空間の広がりを限

定する建築的要素が１組以上向かい合って存在する住宅

の外部空間を「半限定空間」と定義して，その形式を分

析した川北の研究［４］，［５］，建築を構成する即物的な材に

よって囲まれた外部空間を「外室」と定義して，その配

列や接続を検討した岡村らの研究［６］，内部空間から連続

するベランダ・テラス・バルコニー等を「半外部空間」

と定義して，その形状や空間構成の特徴を見出して類型

化した堀川らの研究［７］が挙げられる．しかし，本稿のよ

うに，住宅作品の内外の空間構成について，その平面図

の図形情報を抽出することによって定量的に検証した論

考は見当たらない．また，本稿では，住宅内部とそれを

取り巻く外部環境との間に存在する専有的な外部空間を

「介在外部空間」と位置づけており，この定義は，内部

空間の構成に建築的な特徴をもたらす外部空間の存在を

検証しようとする本稿独自のものである．

４．介在外部空間をもつ住宅の図面情報抽出

介在外部空間と内部空間の構成形式を把握するべく，

図１に示すように介在外部空間をもつ分析対象住宅につ

いて平面図を単純図形に置き換える作業を行った．図２

に分析対象住宅の平面図を単純図形化した一覧を示す．

表１ 分析対象リスト

№ 作品名 設計者 竣工年 略称
１ 秋元邸 立原道造 １９３８立原
２ 前川邸（自邸） 前川國男 １９４１前川
３ No．３（立体最小限住宅） 池辺陽 １９５０池辺
４ 最小限住居 増沢洵 １９５２増沢
５ SH－１ 広瀬鎌二 １９５３広瀬
６ 住居 丹下健三 １９５３丹下
７ 私の家 清家清 １９５４清家
８
９
大森の小住宅 堀口捨己 １９５６堀口Ａ

堀口Ｂ
１０ 栗の木のある家 生田勉 １９５６生田
１１ スカイハウス 菊竹清訓 １９５８菊竹
１２
１３
１４
１５

正面のない家 N 西澤文隆 １９６０西澤Ａ
西澤Ｂ
西澤Ｃ
西澤Ｄ

１６
１７
軽井沢の山荘 A
（吉村山荘）

吉村順三 １９６２吉村Ａ
吉村Ｂ

１８ 塔の家 東孝光 １９６６東
１９ まつかわ・ぼっくす 宮脇檀 １９７１宮脇
２０ 原邸（自邸） 原広司 １９７４原
２１
２２
目神山の家１ 石井修 １９７６石井Ａ

石井Ｂ
２３ 住吉の長屋 安藤忠雄 １９７６安藤
２４
２５
２６

積木の家Ⅲ 相田武文 １９８１相田Ａ
相田Ｂ
相田Ｃ

２７ シルバーハット 伊東豊雄 １９８４伊東
２８
２９
東玉川の住宅 長谷川逸子 １９８７長谷川Ａ

長谷川Ｂ
３０ 岡山の住宅 山本理顕 １９９２山本
３１ 日本橋の家 岸和郎 １９９２岸
３２ トラス・ウォール・ハウ
ス

牛田英作＋キャサリ
ン・フィンドレイ

１９９３牛田

３３
３４
箱の家００１ 難波和彦 １９９５難波Ａ

難波Ｂ
３５
３６
ミニ・ハウス 塚本由晴＋貝島桃代

／アトリエ・ワン
１９９８アトリエワンＡ

アトリエワンＢ
３７ NT 渡辺真理＋木下庸子

／設計組織 ADH
１９９９ ADH

３８
３９
黒の家 千葉学 ２００１千葉Ａ

千葉Ｂ
４０ 屋根の家 手塚貴晴＋手塚由比

池田昌弘
２００１手塚

４１ ZIG HOUSE ZAG HOUSE 古谷誠章 ２００１古谷
４２ 梅林の家 妹島和世 ２００３妹島

図１ 平面図の単純図形化（前川邸／前川國男／１９４１）
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図２ 分析対象住宅の平面図と介在外部空間（図名称は表１の略称に準ずる）
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次に，これらについて，以下の特性を定めて介在外部

空間を有する住宅平面図の図面情報（介在外部空間情

報）を抽出した．各特性の抽出例を図３に示す．また，

抽出した介在外部空間情報の一覧を表２に示す．

１．接続主室数：介在外部空間が内部の主室と動線的に

直接接続している数．

２．接続個室数：介在外部空間が内部の個室と動線的に

直接接続している数．

３．総室数：住宅内部の主室と個室の数の合計．

４．室接続率：接続主室数と接続個室数の合計を総室数

で除した値．

５．主室面積：主室の合計面積．

６．個室面積：個室の合計面積．

７．延床面積：建築全体の合計面積．

８．介在外部面積：各介在外部空間個別の面積．

９．介在外部周長：各介在外部空間個別の周長．

１０．室接続辺長：介在外部空間が内部と動線的に接続し

ている辺の長さ．この値が大きい時，介在外部空間

が内部の拡張領域として存在すると考えられる．

１１．外部接続辺長：介在外部空間が周辺の外部環境に面

している辺の長さ．この値が大きいほど，開放的な

介在外部空間であることがわかる．

１２．主室占有率：延床面積に対する主室面積の割合．

１３．個室占有率：延床面積に対する個室面積の割合．

１４．個室／主室比：主室面積に対する個室面積の割合．

この値が大きな正の値となっているとき，その住宅

表２ 介在外部空間情報の一覧
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１ 立原 １ ０ １ １．００ ３０．８ ０．０ ３４．７ １２．８ １６．４ ６．３ １０．１ ０．８９ ０．００ ０．００ ０．４２ ０．００ ０．３７ ０．３８ ０．６２ ０．７７ １．９２
２ 前川 １ ０ ５ ０．２０ ４４．６ ５５．４１０８．０ １１．６ １６．２ ６．３ ７．９ ０．４１ ０．５１ １．２４ ０．２６ ０．２１ ０．１１ ０．３９ ０．４８ ０．７４ ３．３８
３ 池辺 １ ０ ３ ０．３３ ２２．４ １４．２ ４７．０ ２．６ ７．８ ３．１ ４．７ ０．４８ ０．３０ ０．６３ ０．１２ ０．１８ ０．０６ ０．４０ ０．６０ ０．７３ ３．５９
４ 増沢 １ ０ ３ ０．３３ １３．０ ２９．９ ４９．５ ５．２ １０．０ ３．５ ６．５ ０．２６ ０．６０ ２．３１ ０．４０ ０．１７ ０．１０ ０．３５ ０．６５ ０．８０ ２．４３
５ 広瀬 １ ０ １ １．００ ３９．１ ０．０ ４７．０ １９．７ ２７．０ ９．８ １７．２ ０．８３ ０．００ ０．００ ０．５０ ０．００ ０．４２ ０．３６ ０．６４ ０．５８ ２．１６
６ 丹下 １ ０ １ １．００１２１．２ ０．０１４０．０ ２５．３ ４０．２ １８．８ ２１．４ ０．８７ ０．００ ０．００ ０．２１ ０．００ ０．１８ ０．４７ ０．５３ ０．４４１３．８９
７ 清家 １ ０ １ １．００ ３４．６ ０．０ ７０．０ ５．８ １２．３ ５．０ ７．３ ０．４９ ０．００ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．０８ ０．４１ ０．５９ ０．６９ ４．３５
８ 堀口Ａ １ ２ ５ ０．６０ ２９．０ ３２．３ ９９．２ １３．０ ２２．１ ８．４ １２．８ ０．２９ ０．３３ １．１１ ０．４５ ０．４０ ０．１３ ０．３８ ０．５８ ０．５８ ３．５４
９ 堀口Ｂ ０ １ ５ ０．２０ ２９．０ ３２．３ ９９．２ １．１ ４．７ １．８ ２．９ ０．２９ ０．３３ １．１１ ０．０４ ０．０３ ０．０１ ０．３８ ０．６２ ０．７９ ２．９４
１０ 生田 １ ０ ４ ０．２５ ２２．０ １８．８ ７９．４ １１．７ １７．８ ８．９ ８．９ ０．２８ ０．２４ ０．８５ ０．５３ ０．６２ ０．１５ ０．５０ ０．５０ ０．６８ １．９７
１１ 菊竹 １ ０ １ １．００ ５０．８ ０．０ ９８．０ ２８．１ ５３．５ ２２．６ ２８．５ ０．５２ ０．００ ０．００ ０．５５ ０．００ ０．２９ ０．４２ ０．５３ ０．３５ １．３１
１２ 西澤Ａ １ １ ４ ０．５０ ３９．９ ４４．２ ９０．０ １４．９ １５．５ ６．５ ０．０ ０．４４ ０．４９ １．１１ ０．３７ ０．３４ ０．１７ ０．４２ ０．００ ０．８８ １．１８
１３ 西澤Ｂ １ １ ４ ０．５０ ３９．９ ４４．２ ９０．０ ２１．６ １９．２ １１．９ ０．０ ０．４４ ０．４９ １．１１ ０．５４ ０．４９ ０．２４ ０．６２ ０．００ ０．８６ １．６７
１４ 西澤Ｃ １ ２ ４ ０．７５ ３９．９ ４４．２ ９０．０ ６８．２ ４８．２ １７．７ ０．０ ０．４４ ０．４９ １．１１ １．７１ １．５４ ０．７６ ０．３７ ０．００ ０．６１ １．６２
１５ 西澤Ｄ ０ ２ ４ ０．５０ ３９．９ ４４．２ ９０．０ １０．７ １３．１ ６．６ ０．０ ０．４４ ０．４９ １．１１ ０．２７ ０．２４ ０．１２ ０．５０ ０．００ ０．８８ １．１８
１６ 吉村Ａ １ ０ ５ ０．２０ ３１．８ １５．０ ８７．７ ２５．６ ２２．９ ５．６ １７．３ ０．３６ ０．１７ ０．４７ ０．８１ １．７１ ０．２９ ０．２４ ０．７６ ０．７８ ２．３１
１７ 吉村Ｂ １ ０ ５ ０．２０ ３１．８ １５．０ ８７．７ ５．０ １６．４ ６．８ ９．６ ０．３６ ０．１７ ０．４７ ０．１６ ０．３３ ０．０６ ０．４１ ０．５９ ０．４８ ２．２２
１８ 東 ０ １ ４ ０．２５ １１．９ ３４．２ ６５．０ ５．７ １０．１ ２．１ ８．０ ０．１８ ０．５３ ２．８７ ０．４８ ０．１７ ０．０９ ０．２１ ０．７９ ０．８４ １．５０
１９ 宮脇 １ １ ６ ０．３３ ２０．９ ５７．６１０７．０ ２９．１ ２１．８ ９．４ １２．４ ０．２０ ０．５４ ２．７６ １．３９ ０．５１ ０．２７ ０．４３ ０．５７ ０．８８ １．３２
２０ 原 １ ０ ６ ０．１７ ７３．４ ５６．０１３８．０ ２１．４ １９．８ ６．７ １３．１ ０．５３ ０．４１ ０．７６ ０．２９ ０．３８ ０．１６ ０．３４ ０．６６ ０．８３ ２．０９
２１ 石井Ａ ０ １ ６ ０．１７１０６．４ ６５．７２４５．４ ２１．５ １９．７ １９．７ ０．０ ０．４３ ０．２７ ０．６２ ０．２０ ０．３３ ０．０９ １．００ ０．００ ０．８３ ２．０３
２２ 石井Ｂ ０ ０ ６ ０．００１０６．４ ６５．７２４５．４ ９．４ １２．３ ９．２ ３．３ ０．４３ ０．２７ ０．６２ ０．０９ ０．１４ ０．０４ ０．７５ ０．２７ ０．８８ １．１６
２３ 安藤 ２ ２ ４ １．００ １４．１ ４０．５ ６４．７ ２０．２ ３３．９ ９．０ ０．０ ０．２２ ０．６３ ２．８７ １．４３ ０．５０ ０．３１ ０．２７ ０．００ ０．４７ １．４２
２４ 相田Ａ １ ０ ６ ０．１７ ７２．２ ９１．１２４３．３ １２．８ １５．５ ７．８ ２．０ ０．３０ ０．３７ １．２６ ０．１８ ０．１４ ０．０５ ０．５０ ０．１３ ０．８２ ２．２３
２５ 相田Ｂ ０ １ ６ ０．１７ ７２．２ ９１．１２４３．３ １１．０ １４．３ １２．１ ２．２ ０．３０ ０．３７ １．２６ ０．１５ ０．１２ ０．０５ ０．８５ ０．１５ ０．８２ ２．１８
２６ 相田Ｃ ０ １ ６ ０．１７ ７２．２ ９１．１２４３．３ ７．４ １０．９ ８．１ ２．８ ０．３０ ０．３７ １．２６ ０．１０ ０．０８ ０．０３ ０．７４ ０．２６ ０．８８ １．０２
２７ 伊東 １ ２ ５ ０．６０ ６０．２ ５９．２１３８．８ ６４．５ ３８．７ ２４．９ １３．８ ０．４３ ０．４３ ０．９８ １．０７ １．０９ ０．４６ ０．６４ ０．３６ ０．７４ １．３２
２８ 長谷川Ａ １ ０ ６ ０．１７１２７．１ ５７．９２３７．７ ３６．９ ３１．７ ３１．７ ０．０ ０．５３ ０．２４ ０．４６ ０．２９ ０．６４ ０．１６ １．００ ０．００ ０．６８ １．０８
２９ 長谷川Ｂ ０ １ ６ ０．１７１２７．１ ５７．９２３７．７ ５４．６ ４２．４ ２．１ ０．０ ０．５３ ０．２４ ０．４６ ０．４３ ０．９４ ０．２３ ０．０５ ０．００ ０．６２ １．３１
３０ 山本 １ ３ ４ １．００ ２３．６ ４４．６１６６．４２８２．５１１８．５ ５２．０ ０．０ ０．１４ ０．２７ １．８９１１．９７ ６．３３ １．７０ ０．４４ ０．００ ０．５０ １．１１
３１ 岸 １ ０ ３ ０．３３ ２２．７ ２７．３１１２．６ １１．６ １３．８ ２．９ ２．９ ０．２０ ０．２４ １．２０ ０．５１ ０．４２ ０．１０ ０．２１ ０．２１ ０．８７ １．６２
３２ 牛田 １ ０ ３ ０．３３ １４．８ １２．０ ３５．７ １５．０ ２１．２ ２．４ １１．４ ０．４１ ０．３４ ０．８１ １．０１ １．２５ ０．４２ ０．１１ ０．５４ ０．６５ １．７９
３３ 難波Ａ １ ０ ５ ０．２０ ５２．８ ５４．６１１９．１ １６．１ ２１．５ ８．１ ８．１ ０．４４ ０．４６ １．０３ ０．３０ ０．２９ ０．１４ ０．３８ ０．３８ ０．６６ ４．９７
３４ 難波Ｂ １ ０ ５ ０．２０ ５２．８ ５４．６１１９．１ １６．１ ２１．５ ５．４ ８．１ ０．４４ ０．４６ １．０３ ０．３０ ０．２９ ０．１４ ０．２５ ０．３８ ０．６６ ４．９７
３５ アトリエワンＡ ０ １ ３ ０．３３ ３０．３ ４６．１ ９０．３ ５．１ ９．８ ２．５ ６．４ ０．３４ ０．５１ １．５２ ０．１７ ０．１１ ０．０６ ０．２６ ０．６５ ０．８２ ２．２２
３６ アトリエワンＢ ０ １ ３ ０．３３ ３０．３ ４６．１ ９０．３ ４．８ ９．０ ２．８ ６．２ ０．３４ ０．５１ １．５２ ０．１６ ０．１０ ０．０５ ０．３１ ０．６９ ０．８６ １．６２
３７ ADH １ ０ ５ ０．２０ ８９．０ ３０．０１８９．１ １８．１ １９．３ ６．３ ０．０ ０．４７ ０．１６ ０．３４ ０．２０ ０．６０ ０．１０ ０．３３ ０．００ ０．７８ ２．７８
３８ 千葉Ａ ０ ０ ７ ０．００ ３５．３ ６８．２１１８．３ ３．１ ７．２ ２．１ １．５ ０．３０ ０．５８ １．９３ ０．０９ ０．０５ ０．０３ ０．２９ ０．２１ ０．８７ １．４０
３９ 千葉 B ０ ０ ７ ０．００ ３５．３ ６８．２１１８．３ ６．８ １２．０ ４．２ １．５ ０．３０ ０．５８ １．９３ ０．１９ ０．１０ ０．０６ ０．３５ ０．１３ ０．７７ ３．００
４０ 手塚 １ ３ ４ １．００ ４８．０ ４５．０ ９６．９１４１．５ ４７．８ ０．０ ４７．８ ０．５０ ０．４６ ０．９４ ２．９５ ３．１４ １．４６ ０．００ １．００ ０．８８ １．２１
４１ 古谷 ２ ０ ８ ０．２５２０２．５ ７１．６３５９．９ ２４．４ １９．８ ９．４ １０．４ ０．５６ ０．２０ ０．３５ ０．１２ ０．３４ ０．０７ ０．４７ ０．５３ ０．８８ １．１１
４２ 妹島 ０ ２ ７ ０．２９ ３３．６ ４０．４ ７７．７ ９．２ １２．２ ４．９ ６．１ ０．４３ ０．５２ １．２０ ０．２７ ０．２３ ０．１２ ０．４０ ０．５０ ０．８８ １．２０
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は個室に細分化された住宅であることがわかる．

１５．介在外部／主室比：主室面積に対する介在外部面積

の割合．

１６．介在外部／個室比：個室面積に対する介在外部面積

の割合．

１７．介在外部／延床比：延床面積に対する介在外部面積

の割合．

１８．内接率：室接続辺長の介在外部周長に対する割合．

介在外部空間が建築に囲まれる度合いを表す．

１９．外接率：外部接続辺長の介在外部周長に対する割

合．介在外部空間が周辺環境をどれだけ取り込んで

いるかを表す．

２０．求心率：介在外部空間の形状が面的であるか線的で

あるかを表す割合．面積と周長に関わる以下の数式

によって算出している．

r＝
2 ��a
�

p r＝求心率 a＝面積 p＝周長

２１．細長比：介在外部に外接する最も長辺の長い長方形

の短辺に対する長辺の長さの割合注６）．介在外部空

間の細長さを表す．数値が小さいほど，まとまりの

ある面的領域であることがわかる．

５．介在外部空間を持つ住宅の特質

表２の介在外部空間の図的特徴と，主室，個室との接

続関係に関する情報を元に，介在外部空間を持つ住宅の

平面構成の特質を抽出するべく，因子分析（エカマック

ス回転）を行った注７）．固有値１以上で５つの因子が抽

出され，これらの因子が介在外部空間をもつ住宅作品の

空間構成の特質を示していると考えられる．表３に５つ

の因子と各特性の因子負荷量を示す．

表３で，第１因子は，介在外部空間の面積，周長およ

び，内部空間に対する面積比との強い正の相関があるこ

とから，介在外部空間が住宅において存在感を発揮して

いる「領域性」と呼べる性質を表していると考えられ

る．室接続辺長とも正の相関があることから，介在外部

空間は，内部の居室（主室もしくは個室）からアプロー

チ可能な，内部の拡張的な領域として存在していること

が窺える．

第２因子は，個室／主室比，および個室占有率との強

い負の相関が見られ，主室占有率とは正の相関が見られ

ることから，主要な共用の室によって住宅全体が支配さ

れた「一室性」と呼べる性質を表していると考えられ

る．また，介在外部空間の細長比との弱い相関がみられ

ることから，細長い形状の介在外部空間が存在すること

を示していると考えられる．

第３因子は，個室面積，総室数，延床面積，個室面積，

とそれぞれ正の相関を持つことから，介在外部空間をも

つ住宅の内部空間の規模が大きいことを示す「規模性

（大規模平面性）」とよべる性質を表していると考えら

れる．介在外部空間の面的な度合いを表す求心率とも正

の相関を持つことから，規模性の大きな住宅では，介在

表３ 介在外部空間をもつ住宅の空間構成因子

№ 平面図特性
因子

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
領域性 一室性 規模性 内包性 接続性

１ 介在外部／個室比 ０．９１３ －０．１４８ ０．０３７ －０．０７７ ０．２９４
２ 介在外部／主室比 ０．８９４ －０．１９４ －０．１０５ ０．０８０ ０．２９４
３ 介在外部面積 ０．８９３ －０．０３７ ０．０６０ ０．００４ ０．４２４
４ 介在外部周長 ０．８７１ ０．１４９ －０．１２８ ０．１３７ ０．３７７
５ 介在外部／延床比 ０．７６５ －０．０２９ －０．０６５ －０．２１８ ０．５６３
６ 室接続辺長 ０．６５２ ０．２１１ －０．０６８ ０．５５４ ０．２５４
７ 個室／主室比 ０．０３１ －０．８４６ ０．０５３ ０．０３２ ０．０８８
８ 個室占有率 －０．１６４ －０．８１４ ０．２５７ －０．００１ ０．１５５
９ 主室占有率 －０．１８０ ０．７９７ －０．１３５ －０．０９９ ０．１４６
１０ 主室面積 ０．０１２ ０．６４５ ０．６３１ ０．２６９ －０．０４４
１１ 細長比 －０．０８９ ０．３９４ －０．２５２ －０．０５４ －０．０８５
１２ 接続主室数 ０．２４７ ０．２６７ －０．２３６ －０．０９６ ０．０５９
１３ 個室面積 －０．０４８ －０．３３８ ０．８０８ ０．３５３ ０．０７１
１４ 総室数 ０．０１４ －０．２９２ ０．７８７ ０．２０３ －０．１８９
１５ 延床面積 ０．１４５ ０．３１７ ０．７８５ ０．４２２ －０．０９４
１６ 求心率 －０．３６１ －０．３３８ ０．５１６ －０．０９２ －０．０２８
１７ 外接率 －０．１２０ ０．１１４ －０．１５３ －０．７７５ －０．０３２
１８ 外部接続辺長 ０．１２７ ０．３５６ －０．０５９ －０．７１３ ０．２７７
１９ 内接率 －０．０９１ ０．１９９ ０．２６１ ０．６２９ ０．００２
２０ 接続個室数 ０．３１８ －０．３７９ ０．０９１ ０．０２８ ０．６９１
２１ 室接続率 ０．２３２ ０．３２０ －０．５８６ －０．１０６ ０．６７０
固有値 ６．２３５ ４．７９１ ３．４５４ １．５７３ １．０１７
寄与率（％） ２９．７ ２２．８ １６．４ ７．５ ４．８
累積寄与率（％） ２９．７ ５２．５ ６９．０ ７６．４ ８１．３

注）主因子法，エカマックス回転による．

図３ 介在外部空間情報の抽出例（No.２前川邸）
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外部空間も面的なまとまりのあるスペースとして確保さ

れているものが多いと考えられる．

第４因子は，外部接続辺長および外接率との負の相

関，内接率との正の相関がそれぞれみられることから，

介在外部空間が建築によって囲まれた「内包性」と呼べ

る性質を示していると考えられる．

第５因子は，接続個室数，室接続率との正の相関を持

つことから，介在外部空間が内部の主室や個室を繋ぐ領

域として存在することを示した「接続性」を表している

と考えられる．

これらの５つの因子と住宅の各平面図特性との影響関

係を示した因子得点を算出した．因子得点の高い住宅平

面図の代表例を図４に示す．

図４で，「領域性」の因子得点が大きな「３０．山本」

および「４０．手塚」はいずれも，介在外部空間が住宅の

内部空間に比べて大きく，まとまりのある領域を持ち，

すべての居室からアクセス可能な位置にあることがわか

る．

「一室性」の因子得点が高い「６．丹下」と「１１．菊

竹」は，いずれも住宅の内部空間を構成している居室は

主室ひとつのみである．介在外部空間は，住宅の中心的

な内部空間として機能している主室の周辺に配置された

線的形状となっている．

「規模性」の因子得点の高い「４１．古谷」および「２４．

相田Ａ」では，いずれも内部空間を構成している図形の

数が多い．また，黒く塗りつぶした主要な介在外部空間

と比べても大きな領域をもった図形（＝主室）が見られ

る．規模性の因子得点の高い住宅における介在外部空間

は，主室に比べて小さな領域となっており，豊かな内部

空間獲得のための付帯的な領域として機能していると考

えられる．

「内包性」の因子得点が高い「２８．長谷川Ａ」と「２１．

石井Ａ」はいずれも，当該介在外部空間注８）は上方以外

の四周を全て建築に囲まれたものとなっている．また，

ここで挙げた２作品については内包された当該介在外部

空間への主要なアプローチが共用部分からとられている

ことから，個人のための専有的な空間としてではなく，

家族共用の空間として設けられていることがわかる．た

だし，外部から直接アクセスできるものではないため，

周辺環境には閉ざされた，プライバシーの高い開放空間

として存在していることがわかる．

「接続性」の因子得点の高い「１４．西澤Ｃ」および

「２７．伊東」における当該介在外部空間は，いずれも，

主室および複数の個室から直接アクセス可能な位置に設

けられている．また，２つの介在外部空間はいずれもあ

る程度まとまった領域を持っており，アクセスの良さも

あり，共用性の高い空間として機能すると考えられる．

図４ 因子得点の高い平面図代表例
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これらの５つの因子のうち，「領域性」，「内包性」，

「接続性」は，介在外部空間自体の特性を表す因子であ

り，「規模性」および「一室性」は住宅の内部空間と関

わる因子である．これら５つの因子によって，介在外部

空間，主室，個室といった，住宅を構成する３つの主要

な空間の関係性を把握することができると考えられる．

６．介在外部空間の類型

次に，５章で得られた介在外部空間情報の因子得点に

ついてクラスター分析（ウォード法）を行い，４２の介在

外部空間について５つの類型を得た注９）．この５つの類

型に属する各介在外部空間情報の因子得点を表４に示

す．また，それぞれの類型の代表例を図５に示す．

表４より，類型アは，接続性に対する因子得点の低も

のが多く，一室性，内包性に対する因子得点の低いもの

が複数みられることから，周辺の外部に面した介在外部

空間が主室に付属した「主室付属型」と呼べる類型であ

ると考えられる．該当標本数は１３と比較的多い．また，

類型ごとの因子得点と平面図特性の平均値をまとめた表

５より，主室付属型の介在外部空間は，その面積と周

長，主室面積，室接続辺長の平均値が５つの類型の中で

いずれも最も小さく，接続性の因子得点も５類型中最も

小さいことから，介在外部空間が滞留可能な領域として

よりも，内部に豊かな自然環境を取り込むための緩衝空

間として機能するものであると考えられる．代表例とし

ては，主室の角を覆うように介在外部空間が配置された

「１７．吉村 B」が挙げられる．

類型イは，表４より，接続性の因子得点がいずれも正

の値をとっており，表５より，領域性と一室性の因子得

点平均が最も低く，個室占有率および個室／主室比の平

均値が最も高いことから，個室群によって構成された住

宅において介在外部空間がこれらを繋ぐ領域として機能

した「個室接続型」と呼べる類型であると考えられる．

図５に示した代表例「２３．安藤」では，住宅の中心に位

置する介在外部空間が上階の個室同士および下階の主室

のすべてを繋ぐ領域として機能している．この類型に属

する標本も１３と比較的多い．

類型ウは，表４より，規模性に対していずれも大きな

正の因子得点を持ち，内包性に対しても大きな正の因子

得点を持つものがみられる．また，表５より，室接続率

の平均値が５類型中最も小さく，介在外部空間の形状が

表４介在外部空間の類型と因子得点

類型 № 略称
因子得点

（■：１．００以上の値／■：－１．００以下の値）数
領域性 一室性 規模性 内包性 接続性

ア
主 室
付属型

３３難波Ａ －０．０２ －０．２８ ０．１５ －０．１６ －０．７３

１３

３４難波Ｂ －０．１５ －０．３０ ０．２２ －０．１６ －０．７４
２ 前川 ０．０１ －０．４５ ０．１２ －０．３０ －０．６４
２０原 ０．０６ ０．０９ ０．４６ －０．７４ －０．５６
３１岸 －０．３２ －０．５０ －０．５５ ０．３１ －０．８７
１８東 －０．５８ －１．４２ －０．１１ －０．８９ －０．２８
１９宮脇 ０．１６ －１．５８ －０．０３ －０．６７ －０．１６
３ 池辺 ０．１８ －０．１８ －０．６４ －０．８１ －１．４３
１０生田 ０．２７ －０．３９ －０．７９ －０．８８ －１．１７
３２牛田 －０．０８ －０．３４ －０．８４ －１．０１ －０．９９
４ 増沢 ０．５８ －０．８１ －０．５７ －０．７２ －０．９１
１６吉村Ａ １．３８ ０．２９ －０．５５ －１．２８ －１．７９
１７吉村Ｂ ０．２５ ０．０６ －０．０８ －０．９１ －１．７３

イ
個 室
接続型

１４西澤Ｃ ０．０８ ０．０２ －０．７２ １．１５ ２．８２

１３

２７伊東 －０．２０ ０．１３ ０．６６ ０．９５ １．６９
３８千葉Ａ －０．９２ －０．９０ ０．４９ ０．２５ ０．２４
３９千葉Ｂ －０．６５ －０．９０ ０．３８ ０．２２ ０．１２
３５アトリエワンＡ －１．００ －０．６６ ０．０５ －０．０５ ０．２０
３６アトリエワンＢ －０．８６ －０．６７ －０．０６ －０．１３ ０．２１
９ 堀口Ｂ －０．８９ －０．４５ ０．０５ －０．２４ ０．１７
８ 堀口Ａ －０．４２ －０．３７ －０．２５ ０．０４ ０．２２
４２妹島 －０．３１ －０．５４ －０．１１ ０．３４ ０．４１
１２西澤Ａ －０．５６ －０．６５ －０．４８ ０．６１ ０．１８
１３西澤Ｂ －０．２２ －０．５３ －０．６３ ０．６１ ０．４２
１５西澤Ｄ －１．１８ －０．８６ －０．３５ ０．７０ ０．５８
２３安藤 －０．２２ －１．４０ －１．２８ ０．５８ １．１７

ウ 内包型

２５相田Ｂ －０．２７ －０．３１ １．３１ ０．９４ －０．０１

９

２６相田Ｃ －０．４２ －０．３６ １．３７ ０．７２ ０．０１
２４相田Ａ －０．１８ －０．０９ １．４２ １．２０ －０．４０
２１石井Ａ －０．０９ ０．５８ １．０８ １．２７ －０．０１
２８長谷川Ａ ０．０５ １．３６ １．１８ １．７９ ０．０３
２２石井Ｂ ０．０４ ０．５７ １．１９ ０．１７ －０．７８
２９長谷川Ｂ １．１３ ０．６５ １．２２ －０．４２ －０．８２
３７ＡＤＨ ０．６２ ０．８４ ０．６１ ０．８０ －１．８１
４１古谷 －０．２９ ２．０９ ２．５５ ０．１６ ０．１８

エ
一 室
拡張型

６ 丹下 －０．０２ ２．８２ －１．１５ ０．１２ ０．２９

５
１１菊竹 ０．６３ ２．０４ －２．０６ ０．４５ ０．１０
１ 立原 －０．５３ １．３４ －１．３４ －０．３４ ０．４６
５ 広瀬 －０．５３ １．４８ －１．２１ －０．５９ ０．４８
７ 清家 －１．１４ １．３８ －１．９４ －０．３３ １．９５

オ
準
主室型

３０山本 ５．４３ －１．０３ －０．６４ １．４５ ０．７９
２

４０手塚 １．１７ ０．１９ １．８７ －４．２０ ３．１３ 図５ 各類型の代表例
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面的である度合いを表した求心率の平均値が最も高い

（平均：０．８０）まとまった領域であることがわかる．こ

れらより，居室数の多い住宅で，まとまった形状をもつ

中庭型の介在外部空間が挿入されたこの類型は「内包

型」と名付けられる．代表例としては，一階の主室と二

階の個室群との間に挿入された介在外部空間である

「２８．長谷川Ａ」が挙げられる．ここでは，介在外部空

間へは個室や主室からは直接アクセスできず，共用の廊

下を介してアクセスする形式となっており，人が常に留

まっている居室の拡張的な空間としての存在するものと

いうよりは，大きな面積を持つ内部空間に外気や光をも

たらすために用意された光庭として機能している様子が

うかがえる．一方で，周辺外部とは遮断された領域であ

ることや，まとまりのある形状から，単に光や風を取り

込むためだけに設けられた空間ではなく，プライバシー

の高い中庭として活用できる場所でもあると考えられ

る．

類型エは，表４より，一室性に対していずれも大きな

正の因子得点を持ち，規模性に対して大きな負の得点を

持つことから，最小限の住空間を持つ住宅であることが

わかる．なお，表２の介在外部空間情報より，この類型

に属する住宅はいずれも総室数が１の主室のみで住宅が

構成されたワンスペース住居（一室空間）であることが

わかる．また，表５より，これらの住宅に設けられた介

在外部空間は，求心率の平均値が０．５７と５つの類型のう

ち最も小さく，細長比が平均４．７３と最も大きな線的な

形状を持っていることがわかる．これらのことから，こ

の類型は，図５の「１１．菊竹」のように，単一居室に線

状の介在外部空間が配置されることによって居室領域を

拡張した「室拡張型」と名付けられる．

類型オは，表４より，領域性に対して大きな因子得点

を持つことから，住宅の内部空間に比べて大きくまと

まった領域を持つ介在外部空間の存する住宅であること

がわかる．また，表２と照らし合わせると，この類型に

属する２つの住宅はともに室接続率が１．００であり，かつ

居室を複数（４室）持つ住宅であるため，介在外部空間

がすべての居室を接続する，住宅の中心的な領域として

存在しているといえる．これらのことより，この類型

を，内部の主室に次ぐ，外部の主室的な領域である性質

から「準主室型」と名付けることが出来る．代表例とし

て，図５に示す屋上が準主室的領域となった「４０．手

塚」が挙げられる．

７．まとめ

本研究では，建築の内外を媒介する内部の延長的な空

間である介在外部空間をもつ住宅の平面図を対象に，介

在外部空間の形状や，内部の主要な居室である主室およ

び個室との接続関係などの図面情報を抽出して定量的に

解析を行い，その多様性を検証した．結果は以下のとお

りである．

１）介在外部空間を持つ住宅の平面構成は，介在外部空

間が内部の居室よりも大きく住宅の中心的な領域と

なっていることを示す「領域性」，内部空間が主室

によって大きく支配されたことを示す「一室性」，

内部の居室数が多く，豊かな内部空間の獲得のため

に付帯的に介在外部空間が配された「規模性」，四

周を建築に囲まれ，周辺の外部環境とは切り離され

たプライバシーの高い共用の介在外部空間を確保し

ようとする「内包性」，介在外部空間が住宅内部の

主室および複数の個室を繋ぐ共用性の高い空間と

なっている「接続性」の５つの因子によって決定付

けられている．

２）５つの因子の影響関係より，介在外部空間には，内

部の主室に豊かな環境を確保するための「主室付属

型」，個室群の住宅において複数の居室を接続する

「個室接続型」，規模の大きな住宅に独立した占有

的な外部が内包された「内包型」，ワンスペース住

居の居住領域を拡大する「一室拡張型」，内部の主

室に次ぐ中心的な領域を持つ「準主室型」の５類型

が見出せる．

表５類型ごとの因子得点と平面図特性の平均値

類型 数

因子得点

接
続
主
室
数

個
室
接
続
数

接
続
室
数

総
室
数

室
接
続
率

主
室
面
積

�㎡

個
室
面
積

�㎡

延
床
面
積

�㎡

介
在
外
部
面
積

�㎡

介
在
外
部
周
長

�ｍ

室
接
続
辺
長

�ｍ

外
部
接
続
辺
長

�ｍ

主
室
占
有
率

個
室
占
有
率

個
室
／
主
室
比

介
在
外
部
／
主
室
比

介
在
外
部
／
個
室
比

介
在
外
部
／
延
床
比

内
接
率

外
接
率

求
心
率

細
長
比

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

領域性 一室性 規模性 内包性 接続性

ア 主室付属型１３ ０．１３－０．４５－０．２５－０．６３－０．９２１ ０ １ ４ ０．２６ ３１．９ ３４．２ ８８．９ １３．６ １７．０ ５．５ ９．１ ０．３５ ０．３８ １．２７ ０．５１ ０．５０ ０．１６ ０．３３ ０．５５ ０．７４ ２．６３
イ 個室接続型１３－０．５７－０．６０－０．１７ ０．３９ ０．６５１ １ ２ ５ ０．４３ ３５．１ ４６．９ ９６．７ １８．７ １８．９ ７．９ ３．９ ０．３６ ０．４９ １．４３ ０．５２ ０．４０ ０．１９ ０．４０ ０．２９ ０．７７ １．８７
ウ 内包型 ９ ０．０７ ０．５９ １．３３ ０．７４－０．４０１ ０ １ ６ ０．１６１０８．３ ６９．１２４９．５ ２１．８ ２０．７ １１．８ ２．３ ０．４３ ０．２８ ０．７４ ０．２０ ０．３７ ０．０９ ０．６３ ０．１５ ０．８０ １．６６
エ 一室拡張型 ５ －０．３２ １．８１－１．５４－０．１４ ０．６６１ ０ １ １ １．００ ５５．３ ０．０ ７７．９ １８．３ ２９．９ １２．５ １６．９ ０．７２ ０．００ ０．００ ０．３７ ０．００ ０．２７ ０．４１ ０．５８ ０．５７ ４．７３
オ 準主室型 ２ ３．３０－０．４２ ０．６２－１．３７ １．９６１ ３ ４ ４ １．００ ３５．８ ４４．８１３１．７２１２．０ ８３．２ ２６．０ ２３．９ ０．３２ ０．３７ １．４１ ７．４６ ４．７４ １．５８ ０．２２ ０．５０ ０．６９ １．１６
注）■：各項目の最大値 ■：各項目の最小値
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以上より，建築家の住宅作品の多くに存在する介在外部

空間は，内部空間の構成に多様性をもたらすと同時に，

それ自体が内部と対等な居室性を有する領域として計画

されたものであるといえる．住宅作品の空間構成は，内

部と密接な関係のある介在外部空間に着目することでそ

の特質の一端を捉えることが出来る．

今後の課題として，より広範囲におよぶ分析対象の蒐集

や敷地条件等の考慮による介在外部空間の通時的な分析

や，地域別の考察などが挙げられる．

本稿をまとめるにあたって，統計解析手法および解釈

の妥当性について助言を下さった椎名久美子先生（大学

入試センター）に，記して深甚の謝意を表します．

注
注１）筆者らの先行研究（参考文献［８］，［９］）において，

戦前の建築家による外観透視図には建築周辺の自然要

素が豊かに描き込まれたものが多く見受けられること

を指摘した．これらの中では，戦後に，著名な建築家

である丹下健三をはじめとする都市へと向かう思潮が

主流となるのに対して，戦前には，著名な詩人であり

建築家であった立原道造をはじめとする自然環境へと

向かう田園的な建築観が存在していたことを検証して

いる．

注２）国土庁（現・国土交通省）発行の『平成１０年版土地白

書』の中で，目黒区のある地区（Ａ地区）と国立市の

ある地区（Ｂ地区）を例にあげて，昭和４３年（１９６８年）

から平成９年（１９９７年）までの約３０年間の宅地の細分

化の状況が示されている．Ａ地区は，昭和４３年には一

区画当たりの平均３２０m２（計３７区画）であったもの
が，平成９年には平均２１０m２（計５７区画）となってお
り，また，Ｂ地区では，一区画当たりの平均３９０m２（計
３９区画）であったものが，平均２６０m２（計６０区画）に
なり，いずれもこの３０年間で区画数は１．５４倍に増加

し，住宅の敷地面積は２／３になっていることが指摘

されている．

注３）本研究において介在外部空間とは，具体的には，テラ

ス（地上階に設けられた，建築物の外周部に付属する

滞留可能な外部空間），バルコニー（２階以上の階に

設けられた，建築物の外周部に付属する滞留可能な外

部空間），屋上（建築物の最上階の上部に設けられた

滞留可能な外部空間），中庭（地上階に設けられた，

建築物に包含された滞留可能な外部空間），空中庭

（２階以上の階に設けられた，建築物に包含された滞

留可能な外部空間）の５つが該当する．これらは内部

と自然環境を媒介する滞留空間として積極的に建築さ

れた部分と考えられる．なお，ピロティ（上部に建築

の内部空間が存在する外部空間）は，建築の内部と周

辺の自然環境を切断する部分とみなし，介在外部空間

には含まない．また，玄関ポーチ等の人が一時的に留

まる部分は介在外部空間には含まない．

４） 図面に表記された各室の用途は，設計時に想定してい

るものであって，その後，例えば客間であったところ

が寝室となったり，寝室であったところが書斎となっ

たりとその用途は変化する可能性も考えられる．した

がって，本研究では，居室の用途は主室と個室との２

種類に分ける．主室は，台所が隣接・近接（分離）す

る，もしくは台所を内包する共用の室を指し，個室

は，それ以外の居室を指す．主室と個室の決定的な違

いは，水と火を使うか使わないかである．個室は基本

的には一人もしくは二人のための空間であることが多

く，繁雑な動線を必要とはしない（水や火を使わな

い）活動（就寝，学習，趣味，視聴）等を行う空間で

あることが多いため，ある限られたスペースの方が都

合がよく，間接的に外部を取り込むだけのスペースと

なっている可能性が高いと考えられる．主室などの共

用のスペースは水と火を使う比較的激しい動線を伴う

活動（食事，喫茶，排泄，入浴，洗濯）が行われる場

所であるため，直接的に外部と接続した視覚的にも物

理的にも広がりのある空間として設けられている可能

性が高いと考えられる．また，主室は単なる団欒の場

であるだけでなく，個室の延長，もしくは個室が溢れ

出た場とも考えられる．この顕著な例として，主室内

に家具等で個室的な領域がしつらえられた包含個室と

呼べる個室も存在すると考えられる．この場合，個室

はないものと考え，居室としては主室のみが存在する

ものと考える．なお，本研究において居室とは，便

所・浴室・収納・廊下・階段等を除く，床・壁・天

井・建具・家具で分割された長時間滞在可能な室を指

す．

注５）代表的な住宅作品とは，住宅作品を通時的に蒐集して

論じられている文献［１０］－［１４］に繰り返し取り上げられ

ているものを指す．

注６）細長比の単純な図形による概念図を図６に示す．細長

比は，CADで描いた介在外部空間の平面形状を１度
ピッチで回転させ，図形の左右上下端の座標を記録す

ることで算出している．

注７）統計解析は，代表的な統計パッケージソフトである

IBM SPSS Statisticによって行った．なお，本研究
におけるデータの因子分析では，まず，代表的な分析

手法である主因子法によって因子の抽出を行った後

に，各変数間に相関があると仮定した斜交回転（プロ

マックス回転）によって因子の解釈を行った．しか

し，プロマックス回転における各因子間の相関係数は

そのほとんどが０．１を下回り，最高でも０．２と，相関が

きわめて小さい結果となったため，因子間の相関を考

慮しない直交回転（エカマックス回転）によって再度

分析し因子の解釈を行った．

注８）図４において，たとえば，「１２．西澤Ａ」は複数の介

在外部空間を有する住宅のうちのひとつの介在外部空

図６ 細長比
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間である．凡例では，これを「当該介在外部空間」と

呼称して黒く塗りつぶしている．また，「その他の介

在外部空間」とは，複数の介在外部空間を有する住宅

内にある「当該介在外部空間」以外の介在外部空間の

ことであり，たとえば「１２．西澤Ａ」の項目にある灰

色部分は，「西澤Ｂ／Ｃ／Ｄ」のいずれかの介在外部空

間を示している．また，塗りつぶしのない部分は内部

空間を示している．

注９） 図７に示すとおり，融合距離１５付近で５つのクラス

ターを得た．

注１０）本稿は，２０１１年度本学会春季大会にて発表した内容［１５］

を修正，加筆したものである．
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析”，２０１１年度日本図学会春季大会学術講演論文集

（２０１１），９３―９８

●２０１１年８月１６日受付

たねだ もとはる

法政大学大学院工学研究科建設工学専攻博士後期課程

〒１８４―８５８４ 東京都小金井市梶野町３―７―２

mt.totoharu@gmail.com

あんどう なおみ

法政大学デザイン工学部建築学科

〒１０２―８１６０ 千代田区富士見２―１７―１

n−ando@hosei.ac.jp

図７ デンドログラム
注）ウォード法，ユークリッド距離による．
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会告――１

２０１２年度日本図学会春季大会（名古屋）の参加募集の

ご案内

２０１２年度春季大会は，名古屋で開催します．名古屋は日

本の中央にあたり，開催場所の大同大学は，新幹線名古屋

駅から２０分，飛行機ならセントレア空港より３０分です．全

国から多数の研究発表と参加をお待ちしております．

記

１．開催日：２０１２年５月１２日（土），１３日（日）

２．場所：大同大学滝春キャンパス

〒４５７―８５３０ 名古屋市南区滝春町１０―３

http : //www.daido−it.ac.jp/

３．交通：名鉄常滑・河和線「大同町」駅下車。徒歩３分

交通案内図

http : //www.daido−it.ac.jp/access/index.html

４．講演発表

４．１ 募集分野

研究発表分野は以下のとおりです．なお，最近の

「図」に関する広がりは目覚しいものがありますの

で，様々な分野の研究を期待します．

図学論／設計論／造形論／平面幾何学／空間幾何学／

応用幾何学／形態構成／CG／形状処理／画像処理／

CAD・CADD／図学教育／設計・製図教育／造形教育

／教育評価／空間認識／図学史

４．２ 講演論文投稿日程

講演発表申し込み締め切り：２０１２年２月６日（月）

正午【必着】

講演発表原稿締め切り：２０１２年３月２６日（月）

正午【必着】

４．３ 発表申し込み方法

以下の内容を記述した電子メールをお送りください．

○内容：�表題

�著者（著者全員とその所属）

�概要（２００字程度）

�発表者（講演者）

�発表者が大会開催時１日目に３５才以下（で

ある，でない）※←どちらかを消す

※必ず記入してください

�連絡担当者の氏名，所属，住所，電話／

FAX，メールアドレス

○送付方法：電子メールでconf2012sp@graphicscience.jp

へ，件名を「２０１２年度春季大会発表申し込み（発表者

のお名前）」としてお送りください．

申込受領後，１週間以内に受領通知とともに執筆要

領を電子メールにてお送り致します．お申込みから１

週間以内に受領通知が届かない場合は，郵便または

Faxで日本図学会事務局宛にご連絡ください．

４．４ 講演発表時間と発表機器

例年通り発表時間は質疑応答を含め約２０分とします

（講演発表件数によって若干の増減があります）．ま

た，発表機器は液晶プロジェクタのみといたします．

４．５ 講演論文集

論文原稿を印刷・製本して「２０１２年度春季大会（名

古屋）学術講演論文集」といたします．

講演論文はメールにて下記にしたがってお送りくだ

さい．フォーマット等については，講演発表申込後，

ご連絡いたします．

○送付形式：電子原稿（Word形式と pdf形式の両方）

を添付．

○送付先：conf 2012 sp@graphicscience.jp

○メールの件名：２０１２年度春季大会原稿（発表者氏名）

なお，講演論文集の掲載料といたしまして，５，０００

円をいただきます．

４．６ 優秀研究発表賞・研究奨励賞

発表者を対象に，優れた研究発表をされた方を選考

し，優秀研究発表賞として後日表彰します．

また３５歳以下の若手研究者を対象に（過去に受賞さ

れた方を除く），優れた研究発表をされた方を選考

し，研究奨励賞として後日表彰します．

５．参加費

一般：５，０００円（講演論文集代を含みます）

学生（学部生，修士課程大学院生）：無料（講演論文集

は別売となります）．

６．懇親会

日時：２０１２年５月１２日（土）１８：００～２０：００（予定）

７．出張依頼書

必要な方は下記の連絡先までご相談ください．

８．連絡先

日本図学会２０１２年度春季大会実行委員会

conf２０１２sp@graphicscience.jp

９．宿泊

宿泊施設は各自でお手配ください．
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会告――２

第６回デジタルモデリングコンテストのお知らせ

日本図学会では，コンピュータを用いたデジタルモデリ

ングコンテストを行います．ラピッドプロトタイピングを

用いて制作できる複雑な動きを持つ機構，建築デザイン，

工業デザイン，デジタルアート作品など幅広いジャンルの

３次元モデルを募集します．

優秀な応募作品は，積層造形装置を利用して３次元モデ

ルを実体化し，２０１２年日本図学会秋季大会で展示します．

詳細は次号で掲載いたします．

会告――３

中部支部２０１１年度冬季例会

２０１１年度冬季例会は，北陸職業能力開発大学校のご協力

により魚津で開催します．お忙しい時期とは存じますが，

多数の研究発表の申込をお待ちしております．

なお，中部支部では２００９年度の冬季例会から若手研究者

の模範となる優秀な研究を発表した学生に対して「日本図

学会中部支部奨励賞」を贈呈しております．受賞対象とな

る学生は，日本図学会会員が指導する学部学生および大学

院生としています．この趣旨から，より多くの学生の発表

を期待しております．

日時：平成２４年２月２８日（火）１３：００～

場所：北陸職業能力開発大学校

（富山県魚津市川縁１２８９―１ TEL０７６５―２４―５５５２）

参加費：５０００円（ただし，学生は無料）

内容：１）研究発表

２）懇親会

北陸職業能力開発大学校は，JR魚津駅からタクシー１０

分または魚津市民バス中島ルート２０分（往路：１２：００JR魚

津駅前発→１２：２０北陸能開大前着，復路：１７：２７北陸能開大

前発→１７：４７JR魚津駅前着）です．

研究発表の申込：e-mailまたは FAXで，下記申込先に

（発表題目・氏名・所属・連絡先）を２月１４日（火）までに

お知らせ下さい．なお，奨励賞対象者の場合は指導者を明

記して下さい．原稿は発表者が３０部持参ください．詳細に

ついては，申込後ご連絡いたします．

２次会の参加申込：魚津駅周辺で行う予定です．e-mail

で，下記申込先に（氏名・所属・連絡先）を２月１４日（火）

までにお知らせ下さい．

申込先：日本図学会中部支部平成２４年度冬季例会幹事

（辻合秀一，E-mail : tsujiai@tad.u-toyama.ac.jp）

会告――４

第１５回図学国際会議（ICGG 2012 Montreal）のご案内

来年８月にカナダのモントリオールで第１５回図学国際会

議が開催されます．これまで図学国際会議には，日本図学

会から多くの皆さまに参加いただいて参りましたが，来年

の国際会議でも日頃の研究・教育の成果を発表していただ

きたく，参加の検討をお願い申し上げます．会議で発表さ

れた優秀論文は査読を経て，JGG（Journal for Geometry

and Graphics）に掲載される予定です．なお論文の投稿

スケジュールは，概ね前回の京都大会と同様で，２０１２年１

月１５日（日）が抄録（extended abstract）の〆切となって

おります．
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詳細は，ICGG２０１２のWebサイト

http : //www.icgg 2012.org/

にてご確認ください．

日時：２０１２年８月１日（水）～５日（日）

場所：カナダ・モントリオール マギル大学

（McGill University, Montreal, Canada）

論文分野：

１．Theoretical Graphics and Geometry

２．Applied Geometry and Graphics

３．Engineering Computer Graphics

４．Graphics Education

投稿・参加登録等の日程：

予備登録 ２０１１年１２月３１日（土）

講演論文抄録〆切 ２０１２年１月１５日（日）

講演論文採択通知 ２０１２年２月２５日（土）

講演論文最終原稿〆切 ２０１２年５月１２日（土）

ポスター発表抄録〆切 ２０１２年３月３１日（土）

ポスター発表採択通知 ２０１２年４月１６日（月）

ポスター発表原稿〆切 ２０１２年５月１９日（土）

事前参加登録〆切 ２０１２年６月４日（月）

参加登録費：

一般：５５０カナダドル

（事前登録は４８０カナダドル，ISGG会員は４２５カ

ナダドル）

学生：１８５カナダドル

会告――５

２０１１年度日本図学会賞候補者の推薦について

学会賞候補者として適当と思われる方を，２０１１年１２月２５

日（日）までに選考委員会に推薦してくださいますようお願

いいたします．推薦にあたっては，候補者のご氏名，業績

リストおよび推薦理由を記して日本図学会事務局まで送付

してください．なお，封筒の表に「学会賞推薦」と朱書き

してください．

会告――６

「図学研究」への論文・資料投稿のおすすめ

日本図学会では，図にかかわる研究を会誌「図学研究」

を通して広く紹介しております．皆様の日頃の研究を是非

ご投稿ください．特にこれまでの全国大会，本部例会，支

部例会などで発表されたものをもとに論文として整えてい

ただくのはいかがでしょうか．

現在，大会の学術講演論文集の体裁が図学研究の論文と

同じ形式となっています．英文アブストラクト等を付添す

るだけで投稿が可能ですので，多くの投稿をお待ちしてお

ります．

�基本分類キーワード

図学論／設計論／造形論／平面幾何学／空間幾何学／応

用幾何学／形態構成／CG／形状処理／画像処理／CAD.

CADD／図学教育／設計・製図教育／造形教育／教育評

価／空間認識／図学史

�投稿時期と掲載号（予定）

第４６巻２号（６月号）：２０１１年１０月末〆切り

第４６巻３号（９月号）：２０１２年１月末〆切り

第４６巻４号（１２月号）：２０１２年４月末〆切り

＊上記は目安です．査読経過によって遅くなる場合があり

ます．

投稿についての詳細は毎号の「図学研究」投稿規程また

は学会ホームページをご覧下さい．

会告――７

２０１１年度会費納入のお願い

２０１１年度（２０１１年４月～２０１２年３月）会費を下記の要領

で納入頂きたく，お願い申しあげます．

記

１．会費

正 会 員 １０，０００円

学生会員 ５，０００円

賛助会員 （一口）１５，０００円

２．納入方法

事務局から送付されました郵便振替払込用紙（郵便振替

口座番号００１００―５―６７９９２）をご利用ください．
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日本図学会第４９０回理事会議事録

日 時：２０１１年７月１５日（金）１７：３０～２０：００

場 所：東京大学駒場キャンパス１５号館７１０室

出席者：１１名（議決権１０名）＋委任状１０名

堤（会長），安藤，高，今間，舘，田中，道川，

村松，面出，山畑（以上理事），金井（前理事）

１．議事録確認―――――――――――――――――――

�第４８９回理事会議事録を確認した．

２．事務局報告および審議――――――――――――――

Ａ．会員関係

ａ．申し込み・届出

以下の，入会および退会を承認した．

�．当月入会申し込み

�正会員 澤野弘明氏（愛知工業大学）

近藤邦雄氏紹介

�．当月退会届出

�正会員 筒口拳氏（NTTサイバーソリュー

ション総合研究所） 紹介者なし

ｂ．会員現在数（７月１５日現在）

�名誉会員１５名，正会員２８６名，学生会員１３名，

賛助会員１７社１８口

Ｂ．その他

ａ．事務局から

�２０１１年度春季大会の残金１２６，４７３円を朝日新聞厚

生文化事業団「東日本大震災救援募金」に寄付し

た．

�独立行政法人科学技術振興機構に電子アーカイブ

データ提供の申請を行った．

ｂ．他団体から

�公益財団法人大川情報通信基金より「２０１１年度大

川賞・大川出版賞（第２０回）候補ご推薦のお願

い」が届いた．

�一般社団法人日本技術者教育認定機構（JABEE）

より「２０１１年度定時社員総会ご報告」と議事次

第，総会資料が届いた．総会には平野重雄氏が出

席した．

３．編集委員会報告―――――――――――――――――

�面出委員長より，以下の報告が行われた．

�図学研究１３２号は発行済み，１３３号は査読中である．

�電子査読システムのテスト運用を開始した．

４．企画広報委員会報告―――――――――――――――

�金井委員より，横山（弥）企画委員長からの以下の報告

が代読された．

�サーバー関係

�サーバーの管理についての報告が金井委員より届い

た．

�メーリングリストを整備した．

�ドメイン移管は７月末に延期された．

�２０１１年度秋季大会関係

�鈴木（広）委員長から，懇親会会場は，研究発表会会

場と同じフロアのスペースを確保済みであるが，よ

り良い場所が確保できれば変更する可能性があると

の報告があった．

５．国際関係報告――――――――――――――――――

�堤会長より，山口国際担当副会長からの以下の報告が

代読された．

�第１５回 ICGGに関する連絡はまだ来ていない．

�日中国際図学教育研究会議については，引き続き中

国側の連絡待ちである．

６．その他―――――――――――――――――――――

�堤会長より，山口副会長からの以下の報告が代読され

た．

�錯覚美術館見学ツアーが，６月１７日に開催され，１０

人の参加があった．

�科研費対策勉強会については開催の可能性を含めて

引き続き検討している．

�議事録署名捺印理事

高，山畑両理事が選出された．

�次回

日時：２０１１年９月１２日（金）１７：３０～

場所：東京大学駒場キャンパス１５号館７１０室

日本図学会第４９１回理事会議事録

日 時：２０１１年９月１２日（金）１７：３０～２０：００

場 所：東京大学駒場キャンパス１５号館７１０室

出席者：１１名（議決権１０名）＋委任状９名

堤（会長），山口（副会長），安藤，今間，田中，

町田，道川，村松，面出，横山（ゆ）（以上理事），

鈴木（関西支部長）

１．議事録確認―――――――――――――――――――

日本図学会

事務局報告
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�第４９０回理事会議事録を確認した．

２．事務局報告および審議――――――――――――――

Ａ．会員関係

ａ．申し込み・届出

�．当月入会申し込み

�該当なし

�．当月退会届出

�該当なし

�．逝去

�名誉会員 小佐田哲男氏（東京大学名誉教授）

ｂ．会員現在数（９月１２日現在）

�名誉会員１４名，正会員２８６名，学生会員１３名，

賛助会員１７社１８口

Ｂ．その他

ａ．事務局から

�独立行政法人科学技術振興機構に提供した，学会

誌の電子アーカイブデータが納品された．

ｂ．他団体から

�一般社団法人出版者著作権管理機構より「出版者

著作権管理機構に分配された出版物からの複写に

係る著作権使用料の分配について」の文書が届

き，回答した．

�一般社団法人日本出版インフラセンター及び日本

図書コード管理センターより「ISBN国際分担金

ご負担のお礼と会計報告」が届いた．

�画像電子学会より「画像電子学会第３５回秋期セミ

ナー」の案内と協賛依頼が届き，承諾した．

�独立行政法人科学技術振興機構より「J-STAGE

ニュース」No．２８が届いた．

�財団法人金沢コンベンションビューローより学会

開催アンケートが届き，回答した．

ｃ．寄贈図書

�蛭子井博孝氏より「DOVAL幾何学」が寄贈され

た．

３．２０１１年秋季大会関係報告および審議――――――――

�鈴木（広）委員長より，秋季大会の進捗について報告が

あった．

�プログラムの１日目について，関東地方からの参加

者に配慮して，開始時間を３０分ずらすことを承認し

た．

�堤会長より，招待講演をされる韓宝玲先生を招待扱

いにして，渡航費用を日本図学会から拠出したいと

の提案があった．審議の結果，２０～３０万円を限度に

費用を拠出することを承認した．

４．２０１１年春季大会関係報告および審議――――――――

�堤会長より，２０１１年春季大会優秀研究発表賞および研

究奨励賞の開票結果の報告があった．審議の結果，各

賞を以下の著者に授与する事を決定した．

�優秀研究発表賞

�堤江美子氏，石村彩氏，梶谷真由氏，鈴木佑衣菜

氏（大妻女子大学），鈴木賢次郎氏（大学評価・

学位授与機構）「MCTを用いた空間認識力調査

―問題立体を実物模型で示した場合―」

�宮腰直幸氏（八戸工業大学）「利き手によらず使

用できるノートの制作について」

�研究奨励賞

�廣瀬真輝氏（筑波大学），三谷純氏（筑波大学／

JST ERATO），金森由博氏，福井幸男氏（筑波

大学）「スフェリコンをベースとした幾何学玩具

の形状デザインシステム」

５．編集委員会報告および審議――――――――――――

�面出委員長より，以下の報告があった．

�図学研究１３３号が入稿中である．

�電子査読システムは，仮運用中である．

�面出委員長より，編集作業の効率化を目的とした計算

機の購入の申し出があった．審議の結果，１５万円を限

度として計算機等の購入を承認した．

６．国際関係報告――――――――――――――――――

�山口国際担当副会長より，次回の ICGGが２０１２年８

月１日から５日に開催される予定との報告があった．

７．企画広報委員会報告および審議――――――――――

�横山（ゆ）理事より，横山（弥）企画委員長からの以下の

報告が代読された．

�鈴木（広）実行委員長より，２０１１年秋季大会に４６件の

発表が集まった旨の報告があった．

�２０１２年春季大会の実行委員長を横山弥生氏（大同

大），委員を長坂今夫氏（中部大）および定国伸吾

氏（大同大），プログラム委員長を辻合秀一氏（富

山大）にそれぞれ決定した．今後実行委員およびプ

ログラム委員を若干名追加する予定である．

�ホームページに掲載する原稿を集めている．

�８月３１日締め切りであったモデリングコンテストの

締め切りを，応募件数が少なかった事を理由に９月

３０日に延期した．これに関連して，理事から，応募

件数を増やすために，設立趣旨，開催時期の見直し

や，積極的な情報発信が必要との意見が出た．
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�委員から，研究奨励賞対象の発表を大会初日に集

め，懇親会で結果発表すれば良いのではないか，と

いう提案が行われた．この提案に対して，理事から

審査手順，表彰の準備などの手間を考えると実現は

困難だという意見が出た．審議の結果，この提案を

採用しないという事で合意した．

８．支部活動報告――――――――――――――――――

�関西支部

�鈴木（広）関西支部長より，第８９回支部例会として島

津製作所三条工場の見学を行う予定との報告があっ

た．

�議事録署名捺印理事

村松，町田両理事が選出された．

�次回

日時：２０１１年１０月１４日（金）１７：３０～

場所：東京大学駒場キャンパス１５号館７１０室

日本図学会第４９２回理事会議事録

日 時：２０１１年１０月１４日（金）１７：３０～２０：００

場 所：東京大学駒場キャンパス１５号館７１０室

出席者：８名（議決権８名）＋委任状１４名

堤（会長），山口（副会長），今間，田中，道川，

村松，面出，横山（ゆ）（以上理事）

１．議事録確認―――――――――――――――――――

�第４９１回理事会議事録を確認した．

２．事務局報告および審議――――――――――――――

Ａ．会員関係

ａ．申し込み・届出

�．当月入会申し込み

�該当なし

�．当月退会届出

�該当なし

ｂ．会員現在数（１０月１４日現在）

�名誉会員１４名，正会員２８６名，学生会員１３名，

賛助会員１７社１８口

Ｂ．その他

ａ．他団体から

�独立行政法人大学評価・学位授与機構より「公的

資金の不適切な経理に関する調査について」が届

き，回答を送付した．

�独立行政法人科学技術振興機構より CrossRef利

用に関する覚書の手続きについて文書が届いた．

�独立行政法人科学技術振興機構より Journal@

rchive掲載記事検索の結果表示方式変更に関す

る文書が届いた．

�CG-ARTS協会よりシンポジウム「S 3DCGアニ

メーションの実践的教育の普及に向けて」の案内

が届いた．

�公益社団法人日本工学教育協会より「工学教育研

究講演会協賛について（御礼）」と講演論文集

（CD-R）が届いた．

３．２０１１年秋季大会関係報告および審議――――――――

�横山（ゆ）理事より，鈴木（広）委員長からの秋季大会の

進捗に関する報告の代読があった．

�中国側参加者の招聘費用の見積もりが２４０，０００円なる

ことが報告された．審議の結果，これを承認した．

４．ICGG２０１２に関する報告および審議 ――――――――

�山口国際担当副会長より，ICGG２０１２に対し，日本図

学会からの賛助金として USD２０００を特別会計から拠

出したいとの提案があった．審議の結果，これを承認

した．

５．企画広報委員会報告および審議――――――――――

�横山（ゆ）理事より，横山（弥）企画委員長からの以下の

報告が代読された．

�２０１１年度モデリングコンテストに１０点の応募があっ

たとの報告が近藤委員長からあった．

�２０１２年度春季大会プログラム委員選出に関して，

２０１２年度秋季大会プログラム委員長を入れる必要が

あるので理事会で決めてほしいとの依頼があった．

これに対し，プログラム委員長の選出は企画委員会

で行うことになっているとの指摘があり，事務局か

ら企画委員長にその旨連絡することになった．

６．編集委員会報告および審議――――――――――――

�面出委員長より，以下の報告があった．

�図学研究１３３号を発送した．

�１３４号は１２月発行予定であり，２本の論文が掲載さ

れる予定である．

�電子査読システムは，引き続き仮運用中である．

�堤会長より，編集委員が，春季，秋季大会の優秀な発

表を論文誌に推薦するのはどうかという提案があっ

た．

�横山（ゆ）理事から，４９１回理事会で面出委員長より申

し出のあった計算機購入の見積もりがソフトウェア代
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込みで１７０，０００円弱となることが報告された．審議の

結果，これを承認した．

�議事録署名捺印理事

田中，今間両理事が選出された．

�次回

日時：２０１１年１１月１１日（金）１７：３０～

場所：東京大学駒場キャンパス１５号館７１０室
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Ⅰ．目的

本誌は日本図学会の会誌として図学に関する論文，資料

などを掲載・発表することにより図学の発展に寄与するも

のである．

Ⅱ．投稿資格

日本図学会会誌「図学研究」に原稿を執筆し投稿するこ

とができるものは，原則として本学会会員とする．

Ⅲ．投稿原稿の種類

本誌は図学に関する研究論文，研究資料，解説などを掲

載する．投稿原稿は原則として未発表のものとする．ただ

し，本学会が主催・共催する大会や国際会議での口頭発表

はこの限りではない．なお，原稿種別とそれらの原稿ペー

ジ数は別途定めた投稿原稿種別に従うこと．

Ⅳ．投稿手続き

本学会が指定する執筆要領に従った原稿により原稿正１

部，コピー２部，および投稿申込書正１部，コピー３部を

提出する．なお，郵送の場合には本学会編集委員会宛に送

る．

Ⅴ．投稿から掲載まで

１．原稿受付日は原則として本学会に原稿の到着した日

とする．

２．投稿論文は，複数の査読者の査読結果にもとづき，

編集委員会が審議し決定する．その他の原稿の掲載に

ついては，編集委員会の判断に委ねる．査読の結果，

訂正の必要が生じた場合は，期限をつけて著者に修正

を依頼する．期限を越えた場合は，再提出された日を

新たな原稿受付日とする．

３．査読後の訂正は原則として認めない．

４．著者校正において，印刷上の誤り以外の訂正は原則

として認めない．ただし，著者から編集委員会への申

し出があり，これを編集委員会が認めた場合に限り訂

正することができる．

Ⅵ．掲載別刷料

研究論文，研究資料に関しては，会誌に掲載するために

要する費用の著者負担分と別刷５０部の代金を，別に定める

掲載別刷料の規定にしたがって納める．５１部以上の別刷を

必要とするときには，投稿申込書に記入した冊数に従って

別途実費購入する．

Ⅶ．投稿要領

原稿執筆に当たっては，本規定ならびに本学会の執筆要

領を参照すること．

Ⅷ．著作権

１．論文等に関する一切の著作権（日本国著作権法第２１

条から第２８条までに規定するすべての権利を含む．）

は本学会に帰属するが，著作者人格権は著者に帰属す

る．

２．特別な事情により前項の原則が適用できない場合は

著者と本学会との間で協議のうえ措置する．

３．著者が著者自身の論文等を複写・翻訳の形で利用す

ることに対し，本学会はこれに異義申立て，もしくは

妨げることをしない．

（本投稿規程は，２００２年１月１日より施行する．）

会誌『図学研究』投稿規程 １９６７．１１．３０制定 ２００１．９．２１改訂
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賛助会員

株式会社アルトナー
〒２２２―００３３
神奈川県横浜市港北区新横浜２―５―５
住友不動産新横浜ビル５F
TEL：０４５―２７３―１８５４
FAX：０４５―２７４―１４２８

オートデスク株式会社
〒１０４―６０２４
東京都中央区晴海１―８―１０
晴海アイランドトリトンスクエア
オフィスタワー X２４
TEL：０５７０―０６４―７８７
http : //www.autodesk.co.jp/

共立出版株式会社
〒１１２―０００６
東京都文京区小日向４―６―１９
TEL：０３―３９４７―２５１１
FAX：０３―３９４７―２５３９
http : //www.kyoritsu−pub.co.jp/

斉藤システムサービス
〒１６８―００６３
東京都杉並区和泉２―４２―２０
TEL：０３―３３２４―３６７９
FAX：０３―３３２４―３６７９
http : //www.nekodasuke.jp/

産業図書株式会社
〒１０２―００７２
東京都千代田区飯田橋２―１１―３
TEL：０３―３２６１―７８２１
FAX：０３―３２３９―２１７８
http : //www.san−to.co.jp/

株式会社島津製作所
〒１０１―８４４８
東京都千代田区神田錦町１―３
TEL：０３―３２１９―５７９１
FAX：０３―３２１９―５５２０

ステッドラー日本株式会社
〒１０３―００２７
東京都中央区日本橋４―１―１１
TEL：０３―３６６３―２８５１
http : //www.staedtler.co.jp/

ソリッドワークス・ジャパン株式会社
〒１０８―００７４
東京都港区高輪３―１３―１ 高輪コート５F
TEL：０３―５４４７―８０８４
FAX：０３―５４４７―８０８８
http : //www.solid.co.jp/

株式会社武田製図機械製作所
〒１３０―０００３
東京都墨田区横川１―３―９
TEL：０３―３６２６―７８２１
FAX：０３―３６２６―７８２２
http : //www.takeda−ee.com/

株式会社西田商店
〒５５６―０００２
大阪市浪速区恵美須町１―１
TEL：０６―６６４４―０７８８

日本通運株式会社首都圏旅行支店
〒１０５―８３２２
東京都港区東新橋１―９―３ 日通本社ビル１８F
TEL：０３―６２５１―６３５９
FAX：０３―６２５１―６３６９
http : //www.nittsu−ryoko.com/

ニューリー株式会社
〒６１３―００３１
京都府久世郡久御山町佐古外屋敷１２５
TEL：０７７４―４３―３０１１
FAX：０７７４―４４―９２８８
http : //www.newly.co.jp/

ネプラス株式会社
〒１０１―００２１
東京都千代田区外神田１―１８―１３
秋葉原ダイビル１２階１２０２
TEL：０３―３２５３―０００２
http : //www.n−plus.co.jp/

株式会社ムトーエンジニアリング
〒１４１―８６８３
東京都品川区西五反田７―２１―１
TEL：０３―５７４０―８２１１
FAX：０３―５７４０―８２１９
http : //www.mutoheng.com/

森北出版株式会社
〒１０２―００７１
東京都千代田区富士見１―４―１１ 九段富士見ビル
TEL：０３―３２６５―８３４１
http : //www.morikita.co.jp/

株式会社養賢堂
〒１１３―００３３
東京都文京区本郷５―３０―１５
TEL：０３―３８１４―０９１１
FAX：０３―３８１２―２６１５
http : //www.yokendo.com/

CG-Arts 協会
（財団法人画像情報教育振興協会）
〒１０４―００３１
東京都中央区京橋１―１１―２
TEL：０３―３５３５―３５０１
FAX：０３―３５６２―４８４０
http : //www.cgarts.or.jp/
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編 集 後 記

この度は本号の発行が遅くなり，皆様には大変ご迷惑をおかけ

いたしました．本来ならば，大阪での秋季大会の前には入稿を終

わらせたかったのですが，論文の査読日程などとの関連もあり，

中々スケジュール通りには進まない事を実感いたしました．今年

から編集委員を仰せつかった新米ではありますが，ようやく全体

の流れが見えて来た感じがいたします．現在，編集委員会では，

論文投稿の電子化に取り組んでおります．編集作業は大変に手間

がかかり，多くの人手を必要とする作業ではありますが，電子化

によってその作業が効率化され，また関東以外の委員の方にも分

業していただける可能性が見えてまいりました．まだまだ，道半

ばではありますが，数ヵ月後にはスケジュールが楽々こなせるよ

うな編集委員会になれば良いなあと，今から期待しております．

電子投稿移行に際し，みなさまの温かいご支援ご協力をよろしく

お願いいたします．

（T. K.）

日本図学会編集委員会

●編集委員長 面出 和子

●編集担当副会長 荒木 勉

●編集理事 安藤 直見

倉田 和夫

今間 俊博

定国 伸吾

竹之内 和樹

舘 知宏

西原 小百合

三谷 純

宮永 美知代

森田 克己

山畑 信博

吉田 晴行

●編集委員 加藤 道夫

斎藤 綾

椎名 久美子

堤 江美子

デザイン 丸山 剛
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